
Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

2

1

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 22

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

教室毎の参加者数 （人）

※平成26年度の萩野小学校放課後子ども教室には、夏休み学習会参加者数は含まれていない。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

238 218 103

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 362983

対象校
泉田小学校

萩野学園
本合海小学校

2,364 2,696 2,423 2,480

教室名
萩野公民館放課後子ども教室

萩野学園放課後子ども教室

本合海小学校放課後子ども教室 325 320

2,060

1,769

169

H30 R1 R2H26 H27 H28 H29

328 229

事務事業名 放課後子ども教室推進事業 事務事業コード 211-203-63
総
合
計
画

基本目標 みんな健康で、笑顔あふれるまち 担当課 社会教育課

政策名 子育て環境を充実し、子どもの健やかな成長を支援する 担当者 荒井 翔　

施策名 子どもの保育・教育環境の充実 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 山形県学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金交付要綱

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務事業費 予算コード 01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

子どもたちが安心で安全に活動できる居場所を設け、地域の方の参画
を得て子どもたちとの交流活動等の取り組みを推進する。

事
業
内
容

地域公民館や小学校の空き教室などで、放課後の子どもたちが地域の
中で学び、活動する場を提供する（教育活動推進員・教育活動サポー
ターなどを配置）。

対
象

市内小学校区児童及び義務教育学校区（1～6年生）児童

目
指
す

状
態

放課後の子どもたちが安心で安全に活動できる場の確保を図る。また、
地域での世代間交流を図り、地域文化を学ぶ機会を設ける。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称
放課後子ども教室未設置小学校区数（学
区）

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 45 5 5 5 4
5

説明（算式等） 達成率
活
動
指
標

指標名称 設置場所数（学区）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 32 2 2 2 3
2

説明（算式等） 達成率 150.0%100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 150.0%
成
果
指
標

指標名称 参加児童数（延べ）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 3812,380 2,692 2,925 2,661 2,913
2,500

説明（算式等） 達成率 15.2%95.2% 107.7% 117.0% 106.4% 116.5%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

萩野・本合海の放課後子ども教室はコロナの影響により10月からの実施開始となったため、合計参加者数は大きく減少したが1回あ
たりの参加者数は同程度となっている。指導者の協力のもと積極的に世代間交流が行われた。また、新たな指導者の発掘ができ
た。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

1,089 1,388 1,285 1,080

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

一般財源

214608 675 953 773 611

435 512 469

主な歳出の内訳

保険代 21

消耗品 38

指導者謝金 303

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

148375 414

109215北辰小学校放課後子ども教室 北辰小学校

(
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)
 

実

行

評

価

211-203-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

2

1

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

● 始期 年度 ～ 終期 R2 年度

○ 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

※平成27年度実施の地域相談室は、やまがた子育ち講座に含む

※平成26年度及び27年度は複数の小学校及び中学校が合同で学校行事として、やまがた子育ち講座を取り入れたため、

　　参加者が多かった

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

19

R2

6

33.3%

178

R2

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

10.5%

今後の方向性 理由等

49

36

106

4

129

2

51講師謝金

55消耗品

7

70

82

主な歳出の内訳

369592

3

580

その他特財

受益者負担

98 88 64 63

98

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 300 294

62

県支出金 100

265 193 207

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

年　　度

幼児共育
ふれあい広場

H27 H28 H29

34.9%

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

コロナにより実施を見送ったり、見通しが立たないといった講座が多かったが、講座の内容に対して、参加者からは高い評価を得た。

H30

600

説明（算式等） 達成率 98.0% 50.8% 61.4%

Ｒ1 Ｒ2目標

実績 1,666 864 1,043 740 593
1,700

43.5%

61.1%
成
果
指
標

指標名称 参加者（人）
年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

活
動
指
標

Ｈ30

11
18

説明（算式等） 達成率 83.3% 66.6% 61.1%

指標名称

55.6%

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 15 12 11 10
講座の開催（回）

年度 Ｈ27

23
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 22 21 16 27 21

その他　（

対
象
指
標

指標名称 講座開催希望の学校・施設数（箇所）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

ＰＴＡ活動等と連携しながら親同士の連携を図り、家庭における教育力
の向上を目指す。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

核家族化や少子化、社会情勢の変化などにより、家庭における教育力
の低下が指摘されている。家庭教育力の向上を図るため学習の場の提
供を行う。 事

業
内
容

山形県学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金を受け事業を行
う。
小中学校の保護者を対象としてやまがた子育ち講座・地域相談室、保
育所等の保護者を対象として幼児共育ふれあい広場を開催し、家庭教
育について学習する機会を提供する。

対
象

子どもを持つ親等
市内小学校、中学校、義務教育学校、保育所、幼稚園及び保育園等の
保護者

01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 山形県学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金交付要綱

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

社会教育課

政策名 子育て環境を充実し、子どもの健やかな成長を支援する 担当者 荒井　翔

施策名 家庭における子育てへの支援 内線 462

100 98

事務事業名 家庭教育推進事業 事務事業コード 212-203-63
総
合
計
画

基本目標 みんな健康で、笑顔あふれるまち 担当課

区分 指標

64

89 65

内
　
訳

国庫支出金 88

一般財源 100

5やまがた
子育ち講座

実施数

参加者数

実施数

参加者数 160

H26 R1 R2

8

710

7

4 6 6

793

8

838

7

828 224

8 5

264 451

(
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)

計

画
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)
 

実

行

評

価

212-203-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

1

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 17

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R02フィールドワーク実施プログラム】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

令和２年度以降は大学側の予算が縮小したため令和１年度の７プログラム実施から１市町村1プログラムと変更
となっている。加えて、令和２年度は、新型コロナによるウイルス感染拡大による影響で大学での対面授業が中
止となったため、令和２年度の本事業は中止となった。

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

コロナ禍により、事業未実施となったが、大学との関係は保ち、次年度以降、事業を行うことを確認できた。

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：市民活動支援事業

分割後の事務事業名：
□ 分割

当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

224

受益者負担

主な歳出の内訳

0

R2

0

0.0%

R2 Ｒ2目標

7
7 0

0.0%

一般財源 0264 200 195 198

その他特財

県支出金内
　
訳

国庫支出金

Ｒ1

0264 200 195 198 224

Ｈ28 Ｈ29

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

100.0% 85.7%

Ｈ30

85.7% 100.0%

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

実績 7

Ｈ30Ｈ27 Ｒ1

達成率

成
果
指
標

指標名称 フィールドワークプログラム数
年度

6 6 6

85.7%

説明（算式等） 達成率 90.0%

実績 68

Ｈ28Ｈ27

59 69

84.3% 98.6%
70

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

63

97.1% 80.0%

説明（算式等） 達成率

56
指標名称 フィールドワーク受け入れ人数

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 7 6 6 6 7

その他　（

対
象
指
標

指標名称 フィールドワーク受け入れ団体等
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

フィールドワークを通して、山形大学生には、新庄市の歴史や文化等を
学んでもらい、地域住民には、学生との交流を深めてもらう。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

新庄市外の大学生を地域の方々が受け入れることにより、地域の方々が
実施していることに対して、学生の新たな視点を取り入れるてもらうととも
に、学生に新庄の魅力を感じてもらい、学生が関係人口となることを目的と
する。

事
業
内
容

山形大学と連携し、地域そのものを大学のキャンパスに見立て、新庄市
特有の歴史や文化等を活用した特色あるプログラムを学生に提供す
る。

対
象

山形大学生を受け入れる地域の指導者及び子ども達

01-100103-1300

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項３目 山形大学エリアキャンパスもがみ支援事業費 予算コード

施策名 地域に根ざした学校教育の充実 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 夢を持ち、元気で才能豊かな、いのち輝く新庄っ子を育成する 担当者 荒井　翔

事業費　・・・　①

事業費の算出根拠（R2）

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

事務事業名 「山大エリアキャンパスもがみ」運営事業〔フィールドワーク事業〕 事務事業コード 312-301-63
総
合
計
画

基本目標

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

312-301-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

新庄市在住外国人登録者数と受講者数

※事業費は指定管理委託料に含む（Ｒ２年度　165千円）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

事務事業名 国際理解推進事業 事務事業コード 321-101-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小野　優華

施策名 生涯にわたる学びの推進 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項２目 市民プラザ管理事業費 予算コード 01-100402-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

世界にはさまざまな民族や文化、宗教、価値観があることを理解し、多
文化共生の理念を育む。

事
業
内
容

・日本語教室の開催
・交流会（特別講座）

対
象

市民及び在住外国人

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

在住外国人の日本語理解を進めることにより地域社会への参加を促
し、市民と在住外国人が国籍や文化を超えて交流する場の提供を行う。

実
施
形
態

市直営

337 364

その他　（

対
象
指
標

指標名称 外国人登録者数
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 418302 276 311

R2Ｈ27

380
説明（算式等） 令和元年3月末現在（住民基本台帳） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 1216 16 12
20

説明（算式等） 達成率 60.0%80.0% 80.0% 60.0%

指標名称 日本語教室参加（登録）者数（人）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

11 11

55.0% 55.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 交流事業（延）参加者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 1217 10 0 11 7
25

達成率

Ｒ1

48.0%68.0% 40.0% 0.0% 44.0% 28.0%

主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

海外技能実習生やその配偶者の参加があったが、仕事や交通手段の事情により参加者が減少する時期があった。しかし、継続して
日本語教室に参加している受講生は日本語の読み書きが上達してきている。また、参加者の協力による日本語以外でのチラシの作
成など、周知について工夫する必要がある。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 1650 0 0 165 165

内
　
訳

国庫支出金

受益者負担

一般財源 00 0 0 0

その他特財

指定管理料に含む

登録者数

0

276

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

311

11

418
H27 H28 H29 H30 R1

16

302
R2

12

364

参加率（％） 5.3 5.6 3.9 3.2

第5次総合計画に掲載されている事務事業

337

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：多様性社会理解促進事業（事務事業になかった男女共同参画事業と統合）

3.0 2.9

11受講者数 16

■

12

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

321-101-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 21

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R１実施した自主事業】

【R２実施した自主事業】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

①キッズフェスタ　②料理教室　③陶芸工房　④園芸講座　⑤夏休み！宿題ひろば
⑥キッフドリームワークｉｎプラザ　⑦がんばれ受験生！応援企画

事務事業名 市民プラザ管理事業 事務事業コード 321-201-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 早坂　広弥

施策名 生涯にわたる学びの推進 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項２目 市民プラザ管理事業費 予算コード 01-100402-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

本市における生涯学習の推進及び市民の生活文化の振興並びに社会
福祉の増進を図る。

事
業
内
容

指定管理者制度を活用し、日本語教室や県美展など教育委員会からの
委託事業やプラザまつり、ゆめの根っこ塾など、さまざまな自主事業を
実施する。
　また、３５０人収容できる大ホールや１３０人収容できる小ホールをはじ
め研修室や音楽室、実習室など幅広いニーズに対応した各施設の貸館
をしているため、安全で快適な利用ができるように、施設の維持管理を
行う。

対
象

市民

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市民がいろいろな分野で自発的に生涯学習を行えるように、施設環境
を管理整備し生涯学習への興味ときっかけづくりを行うための施設とし
て活用する。

実
施
形
態

市直営

104,243 117,136

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 Ｒ2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 46,557108,381 115,804 106,499

Ｒ2Ｈ27

100,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 2320 25 23
40

説明（算式等） 達成率 57.5%50.0% 62.5% 58.5%

指標名称 施設稼働率（％）

Ｒ2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

23 24

57.5% 59.8%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 自主事業の参加者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 7522,034 2,299 3,215 3,372 3,609
2,000

達成率 37.6%101.7% 115.0% 160.8% 168.6% 180.5%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍により、参加者は減少したものの、事業者提案の自主事業には例年参加者が多く、指定管理者制度を生かし
て市民の様々な生涯学習の機会を保てた。

年　　度 Ｒ2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 46,43440,356 36,990 43,853 38,122 41,453 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

272

受益者負担

一般財源 46,16240,356 36,990 43,853 38,122 41,453

その他特財

備品購入費 781

修繕料 5,182

指定管理委託料 40,471

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：生涯学習施設管理事業

①キッズフェスタ　②プラザ名画座　③料理教室　④陶芸工房　⑤園芸講座　⑥プラザのお茶会
⑦夏休み！プラザの体験教室　⑧切り絵教室　⑨生涯学習講座　⑩新春映画上映会　⑪羊毛フェル
ト講座

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

321-201-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 21

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R１に実施した主な事業】

【R２に実施した主な事業】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

48,124 43,728

修繕料 468

指定管理委託料 44,734

一般財源 45,22251,090 43,925 44,706

その他特財 5

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 45,22751,090 43,925 44,706 48,124 43,728 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

幅広い年代の市民が、読書に触れあう機会を持てた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

63.0%99.5% 97.6% 89.3% 88.4% 88.7%

Ｒ2目標

実績 20,14431,824 31,239 28,565 28,275 28,381
32,000

達成率

成
果
指
標

指標名称 図書館の貸出人数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

140,022 141,422

87.5% 88.4%

Ｈ30 Ｒ1

160,000
説明（算式等） 達成率 69.1%94.3% 93.7% 87.0%

指標名称 貸出冊数（冊）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 110,603150,855 149,875 139,260

R2Ｈ27

95,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 64,62691,796 89,164 86,133 86,933 84,762

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市民の生涯学習の推進を図るため、利用者の読書ニーズに応え、快適
に学習する場を提供する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の
利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資することを目
的とする。 事

業
内
容

指定管理者制度を活用し、既存図書の整備や新刊図書の定期的な購
入など、約13万冊の図書を蔵書している。図書の貸し出し、レファレンス
のほか、学校、施設等と連携をとりながら、移動図書館や読み聞かせ活
動等の事業を行う。

対
象

市民

01-100404-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市立図書館条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項４目 図書館管理運営事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 早坂　広弥

施策名 生涯にわたる学びの推進 内線 461

①読書感想文コンクール　②ブックスタート　③ハローブック　④公民館配本　⑤移動図書館　⑥図書
館まつり　⑦えほんぱーく　⑧お話会　⑨学習資料相談会　⑩大人向けお盆休み特別企画　⑪企画展
示　⑫図書館広報　⑬図書館ボランティア推進　⑭学校図書館支援　⑮出前図書館　⑯生活情報発
信コーナ、ティーンズコーナーの設置 など

①ブックスタート　②あかちゃんタイム　③公民館配本　④移動図書館　⑤えほんぱーく　⑥企画展示
⑦図書館広報　⑧図書館ボランティア推進　⑨学校図書館支援　⑩出前図書館　⑪生活情報発信
コーナ、ティーンズコーナーの設置 など（読書感想文コンクール、ハローブック、図書館まつり、お話
会、学習資料相談会、大人向けお盆休み特別企画は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

事務事業名 図書館管理事業 事務事業コード 321-202-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

321-202-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 20

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R１に実施したギャラリー展示】

【R２に実施したギャラリー展示】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：生涯学習施設管理事業

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

22,659

土地借り上料 2,486

20,443

修繕料 839

指定管理委託料 17,372

一般財源 20,72219,120 18,570 20,418

その他特財 5

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 20,72719,120 18,570 20,418 22,659 20,443 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

施設の特徴を生かし、市民が雪国文化に触れる機会が持てた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

58.1%60.9% 99.3% 96.2% 125.3% 88.8%

Ｒ2目標

実績 2,9073,043 4,964 4,809 6,263 4,439
5,000

達成率

成
果
指
標

指標名称 ギャラリー展示室の利用者数
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

20 26

50.0% 65.0%

Ｈ30 Ｒ1

40
説明（算式等） 達成率 57.5%57.5% 52.5% 65.0%

指標名称 施設稼働率（％）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 2323 21 26

R2Ｈ27

20,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 10,55614,216 15,716 15,752 16,409 17,599

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

「雪」または「雪国文化」を学習する機会、並びに研究できる場を提供
し、市民の理解・関心を深めていく。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

雪害救済運動発祥の地としての業績を永く未来に伝えるとともに、雪及
び雪国文化に関する学習、研究の場の提供や雪国他地域との交流な
どを積極的にすすめ、雪のふるさとづくりの推進を目的とする。 事

業
内
容

指定管理者制度を活用し、雪セミナーを軸に、雪に関する各種事業を展
開する。また、雪国に関係する資料約4万点を収蔵しており、雪国文化
の学習の場としても提供している。

対
象

市民

01-100409-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項９目 雪の里情報館管理事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 早坂　広弥

施策名 生涯にわたる学びの推進 内線 461

①雪の写真展　②ちぎり絵展　③かつろく展　④キルト作品展⑤新庄地廻り三十三観音パネル展　⑥
工房ストロー手仕事展　⑦彩縫クラブ作品展　⑧木目込みひな人形展

①木目込み『ひな人形』展　②雪のフォトコンテスト　③戸塚喜八写真展　④楽書展　⑤つる細工展
⑥「あるほなつき」展　⑦竹芳書道展　⑧工房ストロー手仕事展　⑨彩縫クラブ和小物展

事務事業名 雪の里情報館管理事業 事務事業コード 321-203-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

321-203-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 18

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R１に実施した自主事業】

【R２に実施した自主事業】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

①わくわく新庄フェスティバル　②ラージボール卓球大会　③デジカメ教室　④夏休み子ども学習会
⑤そば打ち体験教室⑥ギャラリー作品展　⑦新庄祭の歴史を知ろう　⑧七所明神巡り　⑨囲碁教室
⑩金沢町おさいど雪祭大会　⑪木工細工教室

事務事業名 わくわく新庄管理事業 事務事業コード 321-204-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 早坂　広弥

施策名 生涯にわたる学びの推進 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１０目 わくわく新庄運営事業費 予算コード 01-100410-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

本市における生涯学習の推進及び市民の生活文化の振興並びに社会
福祉の増進を図る。

事
業
内
容

指定管理者制度を活用し、フェスティバルや卓球大会、デジカメ教室な
ど幅広い事業を展開する。また、多目的ホール（300名）や音楽室、実習
室や会議室などを活用し市民活動の拠点として運営する。

対
象

市民

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

本市の生涯学習を振興するために、活動の場としての提供するとともに
安全で使い易い施設を目指し維持管理する。

実
施
形
態

市直営

50,130 51,110

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 32,68251,845 52,006 51,179

R2Ｈ27

52,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 3547 47 47
40

説明（算式等） 達成率 87.5%117.5% 117.5% 117.5%

指標名称 施設稼働率（％）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

47 44

117.5% 110.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 自主事業の参加者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 7634,788 5,064 6,552 5,900 5,856
5,000

達成率 15.3%95.8% 101.3% 131.0% 118.0% 117.1%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍により、参加者は減少したものの、事業者提案の自主事業には例年参加者が多く、指定管理者制度を生かし
て市民の様々な生涯学習の機会を保てた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 19,19658,211 17,550 17,337 25,307 17,966 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

77

受益者負担

一般財源 19,11958,211 17,550 17,337 25,307 17,966

その他特財

備品購入費 92

修繕費 519

指定管理委託料 18,585

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：生涯学習施設管理事業

①ラージボール卓球大会　②デジカメ教室　③囲碁教室
（上記の他、８事業を計画指定いたが、新型コロナウイルスにより中止）

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

321-204-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和 40

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

公民館別利用団体数及び利用人数 （単位：団体、人）

27

28

29

30

R1

Ｒ2

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：生涯学習施設管理事業

272 3,003 176 1,582 448 4,585

457 12,728 240 3,068 697 15,796

442 11,759 268 2,179 710 13,938

434 13,133 276 2,563 710 15,696

491 13,914 302 2,878 793 16,792

495 12,686 327 3,765 822 16,451

萩野 八向 計

団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数

事務事業名 地区公民館管理事業 事務事業コード 322-101-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 佐藤　勝幸

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠 社会教育法第２４条

条例・要綱等 新庄市公民館設置及び管理に関する条例・新庄市公民館設置及び管理に関する条例施行規則

予算・事務事業名 一般会計 １０款４項３目 地区公民館運営事業費 予算コード 01-100403-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

生涯学習の場としての施設環境を管理整備し、市民が利用しやすいよ
うにする。

事
業
内
容

施設の状態を学習の場に適するように人員を配置し、メンテナンスを定
期的に実施。

・萩野地区公民館
・八向地区公民館

対
象

市民（地区の住民が大半を占めている）

目
指
す

状
態

市民がいろいろな場面で自発的に生涯学習を行えるように、学習の場と
しての施設環境を管理整備する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 地区住民数(萩野、八向地区）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 6,296- 6,841 6,707 6,570 6,423
-

説明（算式等） 4月1日現在 住基人口町内別一覧　市民課 達成率
活
動
指
標

指標名称 利用団体数（件）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 448822 793 710 710 697
1,000

説明（算式等） 達成率 44.8%82.2% 79.3% 71.0% 71.0% 69.7%
成
果
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 4,58516,451 16,792 15,696 13,938 15,796
18,000

説明（算式等） 達成率 25.5%91.4% 93.3% 87.2% 77.4% 87.8%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

各地区住民が生涯学習活動を行うことができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 事業費の算出根拠（R2）

18,43610,793 17,399 11,100 14,032 11,241 主な歳出の内訳

国庫支出金

一般財源

その他特財

県支出金

156376 305 260 243 213受益者負担

7,700

施設管理業務委託料

萩野地区公民館施設管理費負担金18,28010,417 17,094 10,840 13,789 11,028 2,366

事業費　・・・　①

Ｒ1

内
　
訳

会計年度任用職員報酬・手当 5,885

需用費 529

1,027

萩野地区公民館空調・換気設備工事費

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-101-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 24

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

(補助対象)
1　地域公民館の新築、増築又は改修に要する経費のうち補助の対象となるものは、地域の公民館活動の目的に使用する建
物及びその仕上げ部分に対する工事費並びに附帯工事のうち電気工事、給排水工事、衛生工事及びガス配管工事に要する
経費とする。ただし、その所要経費が30万円未満の場合は補助しない。
2　既設建物を取得する場合の補助対象は、建物の取得費及び改修費とする。
3　敷地を購入する場合の補助は、敷地購入年度の翌年度から5年以内に新築する計画のあるものを対象とする。

【令和２年補助町内】

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 1,3502,978

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

補助を行うことにより、地域活動の拠点施設を整備することができ、地域コミュニティの活性化を図ることができた。

年　　度

事務事業名 地域公民館整備助成事業 事務事業コード 322-102-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 佐藤勝幸

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市地域公民館整備費補助金交付規程

予算・事務事業名 一般会計 10款5項1目 社会教育総務事業費 予算コード 01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

地域活動の拠点となる公民館の新築、改築、土地購入及び改修などへ
の補助を行い、地域の社会教育活動の推進を図る。

事
業
内
容

地域公民館の新築、増築又は改修に要する経費に対し、補助を行う。
(補助金の額)
(1)　新築の場合は、経費の4分の1以内の額（200万円限度）
(2)　増築又は改修の場合は、経費の5分の1以内の額（100万円限度）
(3)　建物取得の場合は、当該建物の取得費及び改修費の4分の1以内
の額（200万円限度）
(4)　敷地購入の場合は、購入費の4分の1以内の額（200万円限度）

対
象

地域公民館

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

地域活動の拠点となる公民館の新築・改築・土地購入への補助を行
い、地域コミュニティの活性化を図る。

実
施
形
態

市直営

96 96

その他　（

対
象
指
標

指標名称 地域公民館数
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 9696 96 96

R2Ｈ27

96
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 22 2 2
2

説明（算式等） 達成率 100.0%100.0% 100.0% 100.0%

指標名称 事業周知回数（回）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

2 2

100.0% 100.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 助成町内件数（件）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 97 6 4 6 8
10

達成率 90.0%70.0% 60.0% 40.0% 60.0% 80.0%

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

3,500 1,413 971 3,025

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

3,025

主な歳出の内訳

その他特財

地域公民館整備費補助金 1,350

一般財源 1,3502,978 3,500 1,413 971

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

①i市野々地区　②升形地区　③仁田山地区　④東山町地区　⑤上茶屋町地区　⑥赤坂地区　⑦泉田２地区　⑧塩野地区　　⑨旭通り地区

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業（8.行政運営へ移行　R4から総合政策課地域支援室へ所管の移管予定）

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-102-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

● 始期 年度 ～ 終期 R2 年度

○ 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

令和２年度の主な活動状況

○街頭指導……最上広域青少年指導センターとともに実施（計８回）

○チャレンジ体験パーク「稲刈り体験」……令和2年9月26日（土）実施

例年実施している「高萩市・新庄市児童交流事業」「だがしや楽校（新庄市教育の日）」は、新型コロナウイルス感染症の

影響により、リモート開催等も検討したが、実施することができなかった。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 6050

報償費　10,000円*11人 110

50 50 70 70

その他特財

50 50 50 50 50

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金 50

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 110100 100 100 120 120 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、チャレンジ体験パークの体験活動や街頭指導などを通して、地域における青少年の健
全育成に資することができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 40.0%84.0% 72.0% 68.0% 68.0% 68.0%

Ｒ2目標

実績 1021 18 17 17 17
25

成
果
指
標

指標名称 活動回数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 20.0%60.0% 60.0% 60.0% 60.0% 100.0%

Ｒ2計画

実績 13 3 3 3 5
5

活
動
指
標

指標名称 児童参加型事業の回数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

-
説明（算式等） 7～18歳 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 3,7114,232 4,191 4,158 4,046 3,863

その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内在住の青少年
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

他地域や異年齢層との交流事業の展開、また、ボランティア活動の支
援等を行うなど、地域において健全な青少年を育成するための環境づく
りを推進する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

青少年育成市民会議との連携及び活動推進、青少年の非行防止及び
青少年に有害な環境の浄化など、各種活動を通して、地域における青
少年の育成指導並びに青少年健全育成運動を推進することを目的とす
る。

事
業
内
容

市内学校区における青少年育成推進員が、教育委員会や他の青少年
健全育成関係機関・団体と連携・協力し合い、様々な事業等を通し、地
域における青少年健全育成のための環境づくりと青少年育成活動への
支援を行う。
主な活動としては、青少年育成市民会議事業における、高萩市児童交
流事業や「だがしや楽校」への参加、街頭指導などである。
それに加え、青少年育成推進員が主催する、小学生向けの体験事業を
実施している。

対
象

新庄市内の青少年

01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市青少年育成推進員設置要綱

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務事業費 予算コード

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小田桐　まなみ

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

事務事業名 青少年育成推進員設置事業 事務事業コード 322-201-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-201-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

No. 人数 No. 人数 合計

1 192 ※書面開催 8 - 12

2 13 ※稲刈り実施 9 4 746

3 174 10 53

4 301 ※キッズ☆フェスタ 11 4

5 3 12 -

6 -

7 2

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

健全育成活動費

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

社会を明るくする運動への支援

青少年育成功労者表彰

山形県青少年育成県民会議会費 11

86

最上地区青少年育成連絡協議会会費 11

広報費 183

受益者負担

事務費 112

一般財源 2220 20 20 24 24

その他特財 5051,218 1,222 1,196 1,290 1,154

県支出金内
　
訳

国庫支出金

事業費　・・・　① 5271,238 1,242 1,216 1,314 1,178

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

青少年健全育成助成事業の募集回数を増やすことにより、地域が積極的に青少年の健全育成に関心を持ち、活動に関わる社会環境
を整備していくことができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

54.9%108.1% 103.5% 79.8% 100.5% 126.0%

Ｒ2目標

実績 7461,470 1,408 1,085 1,368 1,714
1,360

達成率

成
果
指
標

指標名称 事業の参加者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

22 19

100.0% 86.4%

Ｈ30 Ｒ1

22
説明（算式等） 達成率 54.5%95.5% 100.0% 104.5%

指標名称 事業の実施回数（回）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 1221 22 23

R2Ｈ27

3,810
説明（算式等） 7～18歳 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 3,6104,232 4,191 4,158 4,046 3,863

その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内在住の青少年
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

地域がより積極的に青少年の健全育成に関心を持ち、活動に関わる社
会環境づくりを推進する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

次代を担う青少年の健全な育成を図るため、青少年を取り巻く家庭、学
校、地域、行政等が相互に連携し環境づくりを進める。

事
業
内
容

青少年の健全育成活動に関わる諸団体と連携し、地域が広く青少年の
健全育成に関わり、地域ぐるみの活動が展開されるような取り組みを展
開。また、高萩市児童交流事業などを通して、他地域との交流も図る。
①高萩市との児童交流
②地域青少年健全育成助成事業

対
象

市民・市域の青少年

01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小野　優華

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 462

事業参加者数

事務事業名 新庄市青少年育成市民会議事業 事務事業コード 322-202-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

事業名

総会

チャレンジ体験パーク

あいさつ運動
青少年健全育成助成事業

街頭指導

事業名

主な歳出の内訳

家庭教育相談の日

青少年ボランティア助成

いじめ非行防止標語募集

県民大会参加

きずな写真展

事業費の算出根拠（R2）

事業実施数

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-202-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

R02

－

－

－

R01

416

288

69%71%参加率 67% 74% 70% 69% 67% 73%

H29

438

309323

H28

444

参加者数 299 362 344 307 332

対象者数 445 492 491 445 493

事業費の算出根拠（R2）

105

H23 H24 H25 H26 H27

事務事業名 成人式開催事業 事務事業コード 322-203-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小山　知将

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 成人式開催事業費 予算コード 01-100401-0400

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

式典の開催により、新成人になったことを祝し、自覚を促し、地域を支え
る人材の育成を目的としている。

事
業
内
容

新庄市民歌斉唱や主催者あいさつ、新成人代表のことば等の式典開催
に加え、令和元年度より、新成人が実行委員となる実行委員会を組織
し、アトラクションの企画・実施を行い、人材育成のきっかけとする。

対
象

市内在住及び市内中学校卒業生の成人（満２０歳）

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

成人式を機に、成人としての自覚並びにふるさとへの醸成を促すことを
目指している。

実
施
形
態

市直営

403 416

その他　（

対
象
指
標

指標名称 成人対象者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 －493 444 438

R2Ｈ27

380
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 －1 1 1
1

説明（算式等） 達成率 100.0% 100.0% 100.0%

指標名称 式の開催

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

1 1

100.0% 100.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 成人式参加率（％）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 －67 72 70 74 69
75

達成率 89.7% 96.0% 93.3% 98.6% 92.3%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

令和２年度は実行委員会を組織し、準備は進めていたものの、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、成人式を令和３年度に延期した。そのため、新成
人全体への成人としての自覚醸成には繋がらなかったものの、実行委員会の委員は成人式準備を通して、成人の自覚やふるさとへの愛着醸成が図られた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

事業費　・・・　① 10360 62 55 111

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

60 62 55 111 105

通信運搬費 94

今後の方向性 理由等

主な歳出の内訳

消耗品費 9

一般財源 103

H30

403

299

74%

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-203-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

・主体的に活動するボランティアサークルを再開しつつ、手上げ方式で参加する登録ボランティアも実施した。

人数

42

11

17

19

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

事務事業名 高校生ボランティア体験事業 事務事業コード 322-204-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

消耗品費

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 荒井　翔

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務事業費 予算コード 01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

将来的に地域で活動する人材の育成

事
業
内
容

社会教育課が事務局となっている高校生ボランティアサークル「しずく」
を平成２６年度に再開。平成２５年度より実施した登録制も継続し、中学
生や高校卒業後の青年層も含めたボランティア活動の体験機会の増加
を図る。
また、学校単位でのボランティア活動についても支援しながら、地域社
会において公益的な活動をする人材を育てるために、地域活動団体や
青年グループとも交流・連携しながら活動を行う。

対
象

高校生及び青少年

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

高校生を中心とした青少年がボランティア活動を実施することで、将来、
地域社会において公益的な活動を展開できる人材の育成を目指す。

実
施
形
態

市直営

1,625 1,567

その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内高等学校生徒数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 1,5231,680 1,724 1,694

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 2545 65 76
40

説明（算式等） 達成率 62.5%112.5% 162.5% 190.0%

指標名称 ボランティア活動を行った回数（回）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

94 56

235.0% 140.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 しずく登録者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 4440 51 37 34 42
35

達成率

Ｈ30 Ｒ1

125.7%114.3% 145.7% 105.7% 97.1% 120.0%

青年

サークル

146 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

参加した生徒のアンケートでは、「自分のやりたいと思う事を実施できた」「学校では学べないことを体験できた」と好意的な意見が寄
せられた。自分自身で企画・実行した経験を通して自主性を育み、主体的に行動できる人材の育成につながった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 12474 140 186 176

内
　
訳

国庫支出金 29保険代

一般財源 12474 140 186 176

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

146

その他特財

登録ボランティア

登録ボランティア

サークル

ボランティア区分

新庄市高校生ボランティアサークルしずく

登録制ボランティアしずくＲ

中学生ボランティアしずくＪｒ

青年ボランティアサークルoldrop サークル運営、依頼ボランティア、自主企画などを実施

対象 区分 備考

サークル運営、依頼ボランティア、自主企画などを実施

ボランティア体験として依頼ボランティアを中心に活動

ボランティア体験として依頼ボランティアを中心に活動

高校生

青年・高校生

中学生

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

受益者負担

県支出金 95

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業（名称変更：青少年ボランティア事業）

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-204-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

■毎月、市報において活動団体の紹介（計１２回）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

指定管理料に含む

その他特財

受益者負担 1,029 1,020

県支出金内
　
訳

国庫支出金

一般財源 03,644 3,824

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 04,673 4,844 0 0 0 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

新型コロナウィルスの影響により、人流が低下しているため、市民活動も下火になったことに伴い、ぷらっと利用者も
低下した。市民活動交流促進のため新たな手法が求められているため、今後、検討を行っていきたい。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） まちづくり市民アンケート 達成率 55.0%80.0% 73.0% 77.0% 70.0% 60.0%

Ｒ2目標

実績 1116 15 15 14 12
20

成
果
指
標

指標名称
市民活動に対する支援が充実していると
答えた割合（％）

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 設備利用・作業942人、相談・その他184人 達成率 35.2%84.8% 84.0% 49.1% 52.0% 53.5%

Ｒ2計画

実績 1,1262,713 2,687 1,572 1,664 1,713
3,200

活
動
指
標

指標名称 ぷらっと利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

Ｒ2見込

実績 35,03936,904 36,833 36,507 36,028 35,465
35,100

達成率

対
象
指
標

指標名称 市民
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等）

目
指
す

状
態

市民活動交流ひろばを拠点に、市民活動に必要な情報の収集や市民
団体の交流を深め、互いの活動を高めるネットワークができている。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

地域社会の課題解決や発展のために市民活動団体が行う様々な活動
を支援し、地域を支える人材・団体の育成を行う。

事
業
内
容

・市民活動に必要な機材の提供
・市民活動に関する相談、情報提供
・市民活動のスキルアップ講座の実施
・活動に必要な資金獲得のサポート

対
象

社会貢献を目的として活動している個人、公益的団体、企業

法令根拠

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項２目 市民プラザ管理事業費 予算コード 01-100402-0500

施策名 活力みなぎる地域活動の推進 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分

その他　（

Ｈ28 Ｈ29

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小山　知将

評価事業 説明事業

事務事業名 市民活動支援事業 事務事業コード 322-205-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

322-205-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和 58

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【企画展】

・R2.2.15～R2.4.2  第36回新庄のひなまつり展 ⑥R2.11.28～R3.3.8　人間国宝・奥山峰石作品展『四季が愛でる』

・R2.3.14～R2.8.17　人間国宝・奥山峰石『花器』作品展 ⑦R2.12.19～R3.3.21　「春を待つ善次郎絵画」展

①R2.4.1～R2.8.17  「善次郎絵画に“みどり”をさがす」 ⑧R3.2.20～R3.4.5　第38回新庄のひなまつり展

②R2.5.18～R2.9.22　新庄藩御用窯「新庄東山焼」の歴史を辿る ⑨R3.3.13～R3.6.14　人間国宝・奥山峰石『文様・曲線が彩る』作品展

③R2.8.22～R2.11.23　人間国宝・奥山峰石 受賞作品展

④R2.9.5～R2.12.6　「善次郎と一水会の仲間たち」展

⑤R2.10.9～R3.1.31　収蔵品展『藩政期の産業と交通の発達』

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 3,9135,293

山車及び山車人形賃貸借料 3,630

ボランティアガイド謝金等 93

5,139 4,302 4,615 9,814

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 3,9135,293 5,139 4,302 4,615 9,814 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

新庄最上の歴史・文化・民俗を学ぶ生涯学習の場、幅広い地域情報を供給・発信する拠点としての役割を果たすことができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 34.8%82.9% 87.6% 90.6% 72.6% 82.2%

Ｒ2目標

実績 5,22512,433 13,143 13,591 10,892 12,331
15,000

成
果
指
標

指標名称 来場者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 100.0%88.9% 88.9% 111.1% 100.0% 122.2%

Ｒ2計画

実績 98 8 10 9 11
9

活
動
指
標

指標名称 企画展等事業数（件）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

3,500
説明（算式等） 新庄市の概要より(前年度人数） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 2,8423,069 2,970 3,015 3,064 2,858

その他　（

対
象
指
標

指標名称 市民及び観光客数（千人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

常設展や企画展などを通して新庄の風習やまつり、文化・芸術をわかりやすく説明する。歴史
講座を開催することによる市民の生涯学習機会の提供及び参加者の講座運営等の主体性の
形成を図る。職員だけでは回答できない専門的な問い合わせに対して有識者を紹介するなど、
市民・観覧者に対するレファレンスサービスを充実する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

生涯学習機会の提供と新庄市のまつり・郷土の考古・歴史・民俗・芸術
文化の伝承と公開を通して文化芸術の振興を図り観光振興につなげ
る。 事

業
内
容

歴史や民俗資料、市名誉市民の作品の常設展及び企画展の開催。新
庄まつりの山車（歌舞伎・物語）展示。歴史・民俗講座の実施。

対
象

市民及び観光客

01-100408-0600

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項８目 ふるさと歴史センター事業費 予算コード

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事務事業名 ふるさと歴史センター事業 事務事業コード 323-101-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-101-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和 58

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【設備点検項目】 【施設等維持項目】

消防設備 収蔵品燻蒸

電気・空調設備 定期清掃

照明設備 警備業務

吊物点検

エレベーター

自動ドア

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

修繕料 2,340

施設管理業務委託料 7,476

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 22,46217,833

会計年度任用職員報酬・手当 1,589

使用料・賃借料 2,416

光熱水費 5,551

17,444 18,759 33,035 19,758

その他特財

1,1822,763 2,866 3,047 2,131 2,362受益者負担
内
　
訳

国庫支出金 3,354 146

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 23,64420,596 23,664 21,952 35,166 22,120 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

脱臭機の設置、コロナ禍による随時の消毒などにより、来館者の安全で快適な観覧環境が保てた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 34.8%82.9% 87.6% 90.6% 72.6% 82.2%

Ｒ2目標

実績 5,22512,433 13,143 13,591 10,892 12,331
15,000

成
果
指
標

指標名称 入館者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 86.9%100.3% 100.0% 100.7% 101.0% 101.0%

Ｒ2計画

実績 266307 306 308 309 309
306

活
動
指
標

指標名称 開館日数（日）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

9
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 99 9 9 9 9

その他　（

対
象
指
標

指標名称 設備点検・施設維持項目
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

施設の適正な維持管理によって安全かつ快適な観覧環境を提供すると
ともに、収蔵資料及び展示品の安定的な保存状態を確保する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

施設の維持管理

事
業
内
容

電気設備や消防設備等は法令等に基づいて専門業者に点検を委託す
る。日常的な点検は職員が実施する。

対
象

市民及び観光客

01-100408-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市都市公園条例、新庄市山車会館及び新庄市歴史民俗資料館の管理及び使用に関する規則

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項８目 ふるさと歴史センター管理事業費 予算コード

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：生涯学習施設管理事業

事務事業名 ふるさと歴史センター管理事業 事務事業コード 323-102-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-102-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

〇令和2年度管理実績

・管理委員会　4月6日、11月19日

・日常管理　日々雇用職員1名対応（週6日/4～11月・5ｈ/日、週3日/12～3月・2ｈ/日）

・燻蒸作業　毎月3回・日曜日

・浄化槽点検の実施　4・6・9・12月（浄化槽清掃10月・法定点検11月）

・消防用設備等の点検の実施（8・2月）、消防署立入検査（1月）

・施設警備の実施（毎月）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

測量設計業務委託料 3,828

施設管理委託料 575

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 5,9641,842

管理委員会委員報酬 36

会計年度任用職員賃金 1,021

謝金（燻蒸・雪囲い） 148

1,908 3,106 2,425 5,384

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金 247

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 5,9641,842 1,908 3,353 2,425 5,384 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

来家者の安全な観覧環境を確保できた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 21.1%71.5% 92.3% 73.4% 61.9% 60.0%

Ｒ2目標

実績 3371,144 1,476 1,174 991 960
1,600

成
果
指
標

指標名称 旧矢作家住宅の見学者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 99.5%100.0% 99.5% 99.5% 99.5% 99.5%

Ｒ2計画

実績 209210 209 209 209 209
210

活
動
指
標

指標名称 旧矢作家住宅の公開日数（日）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 22 2 2 2 2

その他　（

対
象
指
標

指標名称 旧矢作家管理委員会の開催数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

国の重要文化財に指定されている「旧矢作家住宅」の適切な維持管理
と、見学者への案内・応対、安全の確保。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

優れた文化遺産を後世へ残す。

事
業
内
容

最上地方における江戸時代中期の農家住宅の構造が見られる貴重な
建造物として、国の重要文化財に指定された「旧矢作家住宅」の安定的
な維持管理と、文化財の活用として一般公開に努める。

対
象

市民、観光客及び管理団体

01-100407-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 重要文化財旧矢作家住宅の設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項７目 重文旧矢作家住宅管理事業費 予算コード

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：文化財指定（保存・活用）事業

事務事業名 重文旧矢作家住宅管理事業 事務事業コード 323-103-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-103-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和 58

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 1,6191,954

会計年度任用職員報酬・手当 1,589

歴史資料整理業務委託料 30

1,438 1,452 1,453 1,435

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 1,6191,954 1,438 1,452 1,453 1,435 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

未整理資料・収蔵品の把握・整理を進めることにより、ふるさと歴史センターの歴史文化的価値の向上につながったほか、問合せや
研究者へのニーズへの対応もより図られ、歴史文化に係る地域振興に資することができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 31.0%57.6% 68.6% 69.7% 40.6% 22.4%

Ｒ2目標

実績 434807 961 976 569 313
1,400

成
果
指
標

指標名称 年間の資料整理・データ化件数（件）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率

Ｒ2計画

実績 80116 96 94 94 90
-

活
動
指
標

指標名称 古文書整理従事者数（延/年）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

112,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 105,105101,778 102,739 103,715 104,298 104,611

その他　（

対
象
指
標

指標名称 整理済資料件数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

収蔵資料の適切な保存管理・調査研究と積極的な活用を図ることによ
り、地域の歴史文化レベルの向上と地域振興につなげる。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

収蔵資料の適切な保存管理・調査研究

事
業
内
容

未整理資料・収蔵品の把握・整理、検索体制の構築
・収蔵資料数
・収蔵箇所
・収蔵資料の内容

対
象

歴史センター収蔵資料、小中学生、市民及び研究者

01-100408-0600

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項８目 ふるさと歴史センター管理事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事務事業名 ふるさと歴史センター資料収集、保存、調査研究事業 事務事業コード 323-104-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

整理済資料内訳（件）

考古資料

民俗資料

歴史・古文書

書籍

その他資料

計

12,002

11,972

69,074

9,968

1,595

104,611

46

R2年度整理数 R2年度寄贈数

14

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

434 60

434

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-104-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和 61

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

昔語りこども塾

・参加校2校（升形小学校・本合海小学校）

こども語りまつり

・開催日　令和3年2月14日（日）

・会　場　新庄市民プラザ・大ホール

・出演者　こども語り手10名、来場者約90名

語りの部屋

・実施回数　28回

・語り手数　11名

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 209429

伝統芸能育成事業ふるさと塾実行委員会負担金 250

語りの部屋謝金 84

129 126 123 270

その他特財

300 300 300 300 150

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金 125

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 334729 429 426 423 420 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

これから地域を担う人材の育成と魅力あるふるさとづくりにつなげることができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 25.8%87.7% 69.4% 51.5% 42.2% 43.4%

Ｒ2目標

実績 168570 451 335 274 282
650

成
果
指
標

指標名称 語りの部屋観客数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 40.0%60.0% 60.0% 80.0% 80.0% 80.0%

Ｒ2計画

実績 23 3 4 4 4
5

活
動
指
標

指標名称 語り実践学校（校）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

500
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 500500 500 500 500 500

その他　（

対
象
指
標

指標名称 新庄・最上に伝わる民話の数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

新庄・最上の民話の普及、語り手育成。“民話のふるさと・新庄”の確
立。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

先人の知恵の結集ともいえる民話を通して、地域の自然・歴史・文化を
守り、伝承していく。

事
業
内
容

新庄民話の会との協働事業により、語り手に発表の機会を増やす
・語りの部屋（公開口演）
・みちのく民話まつりの開催
　夏語り、秋語り
・伝統芸能育成事業
　昔語り子ども塾、こども語りまつり対

象

民話、地域住民及び県内外の民話愛好者

01-100408-0600

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項８目 ふるさと歴史センター事業費 予算コード

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 7605

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事務事業名 民話普及事業 事務事業コード 323-105-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-105-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

総５９件

〇国指定 ★５件 〇県指定 ★６件 〇市指定 ★４６件

有形文化財 建造物 ２件 有形文化財 建造物 １件 有形文化財 建造物 １件 絵画 ２件

民俗文化財 無形民俗 1件 彫刻 １件 彫刻 ４件 工芸品 ３件

記念物 史跡 1件 考古資料 １件 書跡 １件 古文書 ５件

名勝 1件 民俗文化財 有形民俗 １件 考古資料 ５件 歴史資料 ６件

〇国登録 ★２件 無形民俗 １件 民俗文化財 有形民俗 ２件 無形民俗 ２件

有形文化財 建造物 ２件 記念物 天然記念物 １件 記念物 史跡 ８件 天然記念物 ７件

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

測量設計業務委託料

事務事業名 文化財保護管理事業 事務事業コード 323-106-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 佐藤　勝幸

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項６目 文化財保護管理事業費 予算コード 01-100406-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

優れた文化遺産を後世へ残す。

事
業
内
容

関係団体との協議のもと、市内に存在する文化財の安定的な維持管理
に努める。

対
象

市民、観光客、国・県・市指定文化財、保存団体及び所有者

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

建造物等有形文化財及び史跡、天然記念物の適切な維持管理と、見
学者への案内や安全の確保。

実
施
形
態

市直営

54 59

その他　（

対
象
指
標

指標名称 文化財の数
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 5953 53 53

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 01 0 1
1

説明（算式等） 達成率 0.0%100.0% 0.0% 100.0%

指標名称 市文化財保護審議会の開催回数（回）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

1 3

100.0% 300.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称
国の文化財（戸沢家墓所、八幡神社）へ
の見学者数（人）

年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 45,00145,000 45,000 45,000 45,000 45,000
47,000

達成率 95.7%95.7% 95.7% 95.7% 95.7% 95.7%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

文化財の保護（保存・活用）を行うことで、文化財を地域の宝として次代へ引き継ぐことができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 18,0163,932 7,021 44,189 22,950 13,547 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金 7,88517,034 10,329 5,081

県支出金 7882,236 1,703 1,032

その他特財 6,2008,300 3,000

508

受益者負担

2,409

委託料 528

一般財源 3,1431,696 7,021 25,452 3,289 4,958

補助金

13,312

681

工事請負費

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：文化財指定（保存・活用）事業

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-106-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

〇令和２年度事業内容

・販売促進　 商品開発（亀綾織生地を用いた小物入れの制作）

宣伝PR（ホームページの運営、マスメディアへの取材対応、その他広報・出版物への掲載）

・伝承事業 地元高校の探求学習への協力

地元小学校への出前講座

・技術継承　 地域おこし協力隊員への技術指導

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

〇平成３０年度から、会員（織り手）の技術向上にシフト。伝承事業については、市内小・中学校を中心に訪問等を実施

事務事業名 新庄亀綾織伝承協会支援事業 事務事業コード 323-107-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市補助金等交付規則・新庄亀綾織伝承協会運営事業費補助金交付要綱

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項６目 文化財保護管理事業費 予算コード 01-100506-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

市指定文化財である「新庄亀綾織」の振興及び後世への伝承を図る。

事
業
内
容

後継者の育成のために新規会員の募集、機織り体験教室、広報活動を
行い、特産品としての振興のため観光客への実演販売、各種記念品の
販売拡大を図る。

対
象

新庄亀綾織伝承協会

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

明治末期に途絶え幻の織物となってしまった「新庄亀綾織」は、昭和５６年「最上モ
デル定住圏地域特産品の開発調査」の対象産品として選定され、昭和６０年に当
協会を発足、翌年には基本の型の復元に成功した。これを機に市の特産品として
振興を図り、併せて後世へ継承していく。

実
施
形
態

市直営

1 1

その他　（

対
象
指
標

指標名称 新庄亀綾織伝承協会
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 11 1 1

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 0257 256 308
300

説明（算式等） 達成率 0.0%85.7% 85.3% 102.7%

指標名称 機織り体験教室開店日数（日）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

0 0

0.0% 0.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 新庄亀綾織伝承協会会員数
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 64 6 6 6 6
5

達成率 120.0%80.0% 120.0% 120.0% 120.0% 120.0%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

新庄亀綾織の伝承に必要な技術向上と環境整備を進めることにより、本市文化財に対する意識の向上と地域振興が図られた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 500500 500 3,000 3,000 3,000 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

新庄亀綾織伝承協会運営事業費補助金 500

一般財源 500500 500 3,000 3,000 3,000

複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業（新庄亀綾織伝承事業として掲載）

□ 統合

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-107-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

支援文化財

・新庄まつり山車行事保存会

　全国・東北の山・鉾・屋台行事連合会、協議会主催の会議・研修会等への参加、負担金の支出等の事務運営費

・鳥越八幡神社

　雪囲いや雪降ろしなどの除雪作業、防災設備の保守点検等の維持管理費

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：文化財指定（保存・活用）事業

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

544 311

新庄市文化財保護事業費補助金（八幡神社） 30

新庄まつり山車行事保存会運営事業費補助金 107

一般財源 137141 630 418

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 137141 630 418 544 311 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

国指定文化財の維持管理に係る費用について財政支援を行うことにより、適正な文化財管理を通し、地域の文化遺産・伝統に対す
る意識の醸成につながった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

66.7%66.7% 66.7% 66.7% 66.7% 66.7%

Ｒ2目標

実績 22 2 2 2 2
3

達成率

成
果
指
標

指標名称 維持管理された文化財数（件）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

2 2

66.7% 66.7%

Ｈ30 Ｒ1

3
説明（算式等） 達成率 66.7%66.7% 66.7% 66.7%

指標名称 支援文化財数（件）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 22 2 2

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 1111 11 11 11 11

その他　（

対
象
指
標

指標名称 国・県指定文化財数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

八幡神社本殿・拝殿の安定的な維持管理と、新庄まつり山車行事保存
会の運営。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

優れた文化遺産を後世へ残すために、国及び県より指定された文化財
の維持管理費の一部を助成する。

事
業
内
容

国及び県指定文化財の所有者による維持管理を原則とし、管理及び修
理に対し、予算の範囲内において財政支援を行う。

対
象

・国指定重要文化財「八幡神社本殿・拝殿」（所有等：宗教法人八幡神
社）
・国重要無形民俗文化財「新庄まつりの山車行事」（所有等：新庄まつり
山車行事保存会）

01-100406-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市補助金等交付規則・新庄市文化財保護事業費補助金交付規程

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項６目 文化財保護管理事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事務事業名 国・県指定文化財管理費補助金 事務事業コード 323-108-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-108-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

〇国指定・登録文化財指定状況（令和２年度時点）

・旧矢作家住宅、指定：昭和44年12月

・八幡神社本殿拝殿、指定：昭和61年12月

・旧農林省蚕糸試験場新庄支場（登録）、指定：平成25年3月

・旧農林省積雪地方農村経済調査所庁舎（登録）、指定：平成26年4月

・新庄まつりの山車行事、指定：平成21年3月

・新庄藩主戸沢家墓所、指定：昭和62年5月

・おくのほそ道の風景地　本合海、指定：平成26年10月

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：文化財指定（保存・活用）事業

0 0一般財源 01,209 0 0

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金 1,000

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 02,209 0 0 0 0 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

新たな指定には至らなかったが、潜在的な指定候補について、内部的な情報共有に務めた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

0.0%0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

Ｒ2目標

実績 00 0 0 0 0
1

達成率

成
果
指
標

指標名称 国の文化財指定・登録数（件）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

0 2

0.0% 100.0%

Ｈ30 Ｒ1

2
説明（算式等） 達成率 0.0%50.0% 0.0% 0.0%

指標名称 調査活動数及び例会開催数（回）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 01 0 0

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 -- - - - -

その他　（

対
象
指
標

指標名称
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

国の文化財として認識してもらい、あわせて文化財の保存・活用に対す
る市民の意識の高揚を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

優れた文化遺産として価値を高め後世に残していくこと。

事
業
内
容

国の文化財とすべき優れた価値のある文化遺産を発掘し、その価値を
調査して国の指定・登録を目指す。

対
象

市内に埋もれている文化財

01-100406-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項６目 文化財保護管理事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 八鍬　幸紀

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 22-2188

事務事業名 国文化財指定登録事業 事務事業コード 323-109-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-109-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 19

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【R１に実施した主な自主事業】

【R２に実施した主な自主事業】

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

事務事業名 市民文化会館管理事業 事務事業コード 323-201-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 早坂　広弥

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項５目 市民文化会館管理事業費 予算コード 01-100405-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

市民の文化芸術振興を目的としている。

事
業
内
容

指定管理者制度を活用し、演劇教室や歌舞伎公演など、さまざまな文
化芸術活動を行う。また、約1,000人収容できる大ホールや約300人収
用できる小ホールなどを活用し市民文化活動の拠点として運営する。

対
象

利用者及び市民

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市民が幅広く文化芸術活動を行い、その成果を発表する場として、ま
た、さまざまな文化芸術の推進拠点として施設運営を目指す。

実
施
形
態

市直営

85,426 70,050

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 26,28581,131 84,648 89,658

R2Ｈ27

90,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 2541 42 39
40

説明（算式等） 達成率 62.5%102.5% 105.0% 97.5%

指標名称 施設稼働率（％）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

42 46

105.0% 114.3%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 自主事業の入場者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 4504,290 4,780 2,930 9,000 2,900
6,500

達成率 6.9%66.0% 73.5% 45.1% 138.5% 44.6%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍の状況下、自主事業は１事業であったが、市民が芸術・文化に触れる機会を保つことができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

事業費　・・・　① 44,17272,642 55,709 70,164 47,362 174,808

事業費の算出根拠（R2）

主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

その他特財

受益者負担

県支出金

指定管理委託料 43,754

一般財源 44,05572,642 55,709 70,164

117

①磯部修平♪クラリネットな音楽会♪　②松竹特別公演蘭～緒方洪庵浪華の事件帳　③DRUM　TAO　④堀内
孝雄コンサート

①山形交響楽団ユアタウンコンサート2020新庄公演
新型コロナウイルスの影響を受け、１事業のみ実施

47,362 174,808

分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

修繕料 368

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□

□

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-201-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

各団体ごとの実施回数と受講者数

①「新庄吹奏楽団ジュニア部」 22 回 20 人

②「キッズシアターＳ」 29 回 10 人

③「ちゃれんこ」 24 回 20 人

④「パレット」 5 回 20 人

80 回 70 人

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事務事業名 子ども芸術学校事業 事務事業コード 323-202-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 小田桐　まなみ

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 462

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１目 社会教育総務事業費 予算コード 01-100401-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

子どもたちに表現活動の楽しさを体験させ、文化芸術に親しむ素地を培
う場となることを目的とする。

事
業
内
容

市民有志による「新庄市子ども芸術学校実行委員会」を組織し、社会教
育課が事務局となり実施する。（４部門）
①音楽部門「新庄吹奏楽団ジュニア部」
②演劇部門「キッズシアターＳ」
③表現活動部門「ちゃれんこ」
④造形部門「パレット」対

象

市内小学生及び中学生

目
指
す

状
態

新庄市長期教育計画に基づき、子どもたちに感情を豊かに表現する楽しさを体験
させ、芸術に親しむ機会を設け、その活動を通して地域の文化芸術を振興するた
め実施する。将来的には受講者の中から芸術の専門家や次の指導者が育ち、地
元の芸術文化活動がより活発になる。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内小中学校児童生徒数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 2,5353,103 2,945 2,819 2,694 2,597
-

説明（算式等） 学校基本調査 達成率
活
動
指
標

指標名称 延べ開催学習回数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 8049 82 90 95 88
140

説明（算式等） 達成率 57.1%35.0% 58.6% 64.3% 67.9% 62.9%
成
果
指
標

指標名称 子ども芸術学校受講児童・生徒数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 7049 48 60 78 73
50

説明（算式等） 達成率 140.0%98.0% 96.0% 120.0% 156.0% 146.0%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

子どもたちが芸術や文化を理解する素地を培う場を提供できたことで、表現活動の楽しさを知り、学校の枠を超えた異年齢の交流が
でき、社会性を身に付けることができる機会となった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 800743 800 800 800 800 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

800 800 800 800

その他特財

負担金 800

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 800743

(
P
L
A
N
)

計

画

(
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O

)
 

実

行

評

価

323-202-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

2

3

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 昭和

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

「癒しの二胡～楊雪コンサート～」

令和2年11月3日

入場者数：198人

※市民プラザの指定管理委託料に含まれている（562千円）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

157235

2,007

146

2,016

55

492

508

18

2,291

667

37

538

539

H29入場者数 H26

659

2

532

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 0562

1,911

H28

838

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

令和２年度は主催者（山形新聞社）の判断で中止となり、市民が優れた芸術に触れる機会を失ってしまった。コロナ禍での新しい生
活様式で遠出することなく優れた芸術に触れられるために、また、第5次総合計画の小施策を実現するうえで、欠かせない事業であ
る。

事務事業名 山形県総合美術展覧会巡回展 事務事業コード 323-203-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 互いに学び高め合う生涯学習の推進と豊かな文化芸術の振興を図る 担当者 佐藤　勝幸

施策名 市民が輝く文化芸術の振興 内線 461

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項２目 市民プラザ管理事業費 予算コード 01-100402-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

市民が文化芸術活動に参加できる機会をつくり、自主的な活動を支援
し、豊かな心の育成を図る。

事
業
内
容

市民プラザの指定管理者と市内美術団体との協働により、共有意識を
持ちながら、それぞれの立場・役割を尊重しながら効果的な組織体制に
より実施する。

対
象

新庄・最上地域の住民

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

優れた芸術作品の鑑賞機会の提供と、文化芸術活動への参加意欲の
高揚を図るとともに、民間（美術関係団体）が主体となり事業を実施し、
美術関係団体のネットワークづくりに資する。

実
施
形
態

市直営

36,023 35,465

その他　（

対
象
指
標

指標名称 新庄市民
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 35,03937,404 36,833 36,463

R2Ｈ27

-
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 0234 433 403
250

説明（算式等） 達成率 0.0%93.6% 173.2% 161.2%

指標名称 展示作品数（点）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

565 567

226.8% 226.8%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 入場者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 01,407 1,911 2,016 2,007 2,291
1,600

達成率 0.0%87.9% 119.4% 126.0% 125.4% 143.2%

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

562 562 562 562

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

562 562 562

主な歳出の内訳

562 562

518

393

　H30

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源

H27

98

20

R01

843

143

697

462

771

168

その他

今後の方向性 理由等

現行

319

47

1,559 1,407

0

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：文化芸術活動推進事業

同時開催のミニコンサートは実施

一般

高校

中学

小学

幼稚園

R02開催状況

新型コロナウイルス感染症の影響に
よ新庄巡回展は中止

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

計

654

41

594

第5次総合計画に掲載されている事務事業

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

323-203-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

令和２年度大会参加者数内訳

スポーツレクリエーション祭 173 名 参加料・市負担金で運営　※6種目（コロナ禍のため、種目を限定した。）

市総合体育大会 1358 名 市体育協会に委託　※7種目（コロナ禍のため、種目を限定した。）

総合型地域スポーツクラブ会員 242 名 16教室

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事務事業名 市民参加型スポーツイベント開催事業 事務事業コード 331-101-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード 01-100411-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

夢と感動を与えスポーツの振興を図る。

事
業
内
容

各種目（市総合体育大会・スポーツレクリェーション祭）の大会
を開催する。

対
象

各種目（市総合体育大会・スポーツレクリエーション祭）の愛好者
及び市民

目
指
す

状
態

各種目（市総合体育大会・スポーツレクリエーション祭）を通じて、
市民がスポーツを楽しむ機会、スポーツにかかわる機会を提供
する。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 市民
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 35,03936,904 36,833 36,463 36,028 34,565
35,191

説明（算式等） 人口 達成率
活
動
指
標

指標名称 大会実施回数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 24 4 4 4 3
2

説明（算式等） 達成率 100.0%200.0% 200.0% 200.0% 200.0% 150.0%
成
果
指
標

指標名称
スポーツレクリエーション祭・
市総体等参加者数(人)

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 1,1833,114 3,112 2,843 2,727 2,073
4,300

説明（算式等） 達成率 27.5%72.4% 72.4% 66.1% 63.4% 48.2%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

市民のいきがいづくりと生涯スポーツの振興につながった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 45302 30 30 45 45 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

30 30 45 45

その他特財

市スポーツ・レクリエーション祭負担金 45

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 45302

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-101-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成 29

２．事務事業の概要

■ □ ■
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

令和２年度は中止

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：市民参加型スポーツイベント開催事業

大会参加者数（人）

1,500

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍により大会を中止。参加者の交流を図ることはできなかった。

指標名称 運営スタツフ数（人）

補
足
説
明

指標名称

79.2% 83.0%

事業期間

小学生からシニアまで誰もが気軽に参加できるマラソン大会の開催を
通し、幅広い年齢層の健康増進及び体力の向上を図る。
また、参加者の交流を通した街中の賑わい創出をもって観光振興と地
域の活性化を期待する。

ハーフマラソンの部、10㎞の部、５㎞の部、３kmの部、1㎞の部、ファミリーの
部、ウォーキングの部。

小学生からシニア

市民のスポーツへの関心と意欲を高め、本市における生涯スポーツの
振興を図る。

指標名称 市民人口（人）
Ｒ1 Ｒ2見込

実績

目
的

対
象

目
指
す

状
態

対
象
指
標
活
動
指
標
成
果
指
標

内
　
訳

一般財源 00 0 4,345 3,821 4,346

主な歳出の内訳

2,240

その他特財 4,220 4,838 4,432

受益者負担 1,997 2,348

県支出金

11,018

年　　度

国庫支出金

事業費　・・・　① 010,562 11,007

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

説明（算式等） 達成率 0.0%

実績 0- - 684 713

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ2目標

693

Ｒ1

45.6% 47.5%

説明（算式等） 達成率 0.0%

年度 Ｒ2Ｈ27

Ｒ2計画

実績 0- - 326 396 415
500

65.2%

Ｒ1

-
35,039

年度 Ｒ2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

説明（算式等） 達成率

- - 36,463 36,028 35,465

年度 Ｒ2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

補助・負担 市民協働

実
施
形
態

指定管理

事務局 その他　（

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

市直営 全部委託 一部委託

事
業
内
容

０１－１００４１１－０２００

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目　 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

社会教育課総
合
計
画

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

42.6%

事業費の算出根拠（R2）R1

事務事業名 新庄ハーフマラソン大会開催事業 事務事業コード 331-102-63

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-102-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

令和２年度体育表彰者数内訳

体育協会表彰

新庄市表彰 スポーツ振興功労賞　個人　２名

奨励賞　　個人　２１名　　　　団体　４団体 殊勲賞　個人　　６名　　団体　２団体

飛翔賞　個人　２７名　　団体　３団体

※体育協会と新庄市両方を受賞している方もいる。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：スポーツ関係団体活動育成費補助金

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

10,962 11,603

（一財）新庄市体育協会運営費補助金 11,085

一般財源 11,08514,247 14,343 14,472

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 11,08514,247 14,343 14,472 10,962 11,603 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

各競技団体と連携を図り、市スポーツ振興に貢献した。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

57.1%111.4% 144.3% 124.3% 128.6% 118.5%

Ｒ2目標

実績 4078 101 87 90 83
70

達成率

成
果
指
標

指標名称 体育表彰者数（個人・団体）（件）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

21 21

95.5% 95.5%

Ｈ30 Ｒ1

22
説明（算式等） 達成率 95.5%100.0% 100.0% 100.0%

指標名称 加盟団体数（団体）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 2122 22 22

R2Ｈ27

1
説明（算式等） 団体数 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 11 1 1 1 1

その他　（

対
象
指
標

指標名称 （一財）新庄市体育協会
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

各競技団体との連携を強め、市民総スポーツの普及振興を目指す。 実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

市におけるスポーツを振興し、市民の体力向上とスポーツ意識の高揚
を図る。

事
業
内
容

市のスポーツ振興を市と両輪で推進するため協会へ補助金を交付す
る。

対
象

（一財）新庄市体育協会

01-100411-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事務事業名 （一財）新庄市体育協会運営費補助金 事務事業コード 331-103-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-103-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ ■ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

　■新庄市総合体育大会について

※コロナ禍のため各競技団体と協議し、中止の判断をした種目もあった。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

新庄市総合体育大会事業委託料 915

一般財源 915848 848 848 848 900

主な歳出の内訳

その他特財

受益者負担

県支出金

848 848 848 900

内
　
訳

国庫支出金

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

40.4%72.9% 81.3% 79.0% 79.0% 54.3%

Ｒ2目標

実績 1,0101,822 2,033 1,974 1,974 1,358
2,500

達成率

成
果
指
標

指標名称 大会参加者数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等） 審判・役員等含む

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

14 14

82.4% 82.4%

Ｈ30 Ｒ1

17
説明（算式等） 達成率 41.2%88.2% 94.1% 94.1%

指標名称 大会種目数（種目）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 715 16 16

R2Ｈ27

2,500
説明（算式等） 審判・役員等含む 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 1,0101,822 2,023 1,974 1,881 1,358

その他　（

対
象
指
標

指標名称 大会参加者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市民の体力と競技力の向上を目的とする事業であり、各競技団体の一
層の自主性による大会の充実を目指す。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

市民の体力と競技力の向上を目指し、各競技のスポーツ振興を目的と
する。

事
業
内
容

（一財）新庄市体育協会に全面委託し、競技団体の自主性を重んじな
がら事業を実施する。

対
象

市民

01-100411-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事務事業名 新庄市総合体育大会委託事業 事務事業コード 331-104-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

　　　◇新庄市体育協会に加盟している２１団体の内、７団体が実施。

　　　◇体育協会が年２回実行委員会を行い、事業計画と予算について協議し、各競技団体が主催している。

　　　◇予算については、主に各競技団体への報償費・入賞メダル・楯・大会運営の印刷製本費・消耗品費など。

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 915848

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

競技スポーツの振興に寄与することができた。

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-104-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ ■ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

■かむてん（旧：新庄２１地域）スポーツクラブ（短期教室除く）

　◇会　員　数・・・・・・男 ～ 52人　　女 ～ 170人　　合計222人　

　◇クラブ種目・・・・・健康クラブ、ソフトテニス、ウォーキング、エアロビクス、フラダンス等、全１６コース

　◇市では、施設使用料の減免措置を当初より行っている。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

事務事業名 総合型地域スポーツクラブ育成事業 事務事業コード 331-201-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 職員給与費 予算コード 01-100411-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

市民がスポーツ活動に参加する場を提供する。

事
業
内
容

かむてん（旧：新庄２１地域）スポーツクラブの自立自存を、施設
使用料の減免により支援する。

対
象

市民

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

これまで、行政側が主導していたスポーツ教室等を住民主体の
「総合型地域スポーツクラブ」で推進し、生涯スポーツの振興を
目指す。

実
施
形
態

市直営

1 1

その他　（

対
象
指
標

指標名称 総合型地域スポーツクラブの設置数
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 11 1 1

R2Ｈ27

1
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 026 17 10
100

説明（算式等） 達成率 0.0%26.0% 17.0% 10.0%

指標名称
かむてん（旧：新庄２１地域）ＳＣ短期
教室の参加者数（人）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

17 8

17.0% 8.0%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称
かむてん（旧：新庄２１地域）ＳＣの年
度末会員数(人)

年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 222367 332 291 283 242
450

達成率 49.3%81.5% 73.8% 64.7% 62.9% 53.8%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

子どもから高齢者まで、市民の誰もが楽しめる多種多様なスポーツプログラムを通し、生涯スポーツの振興と市民の
健康増進を図った。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 00 0 0 0 0 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

一般財源 00 0 0 0 0

複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-201-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

■主な利用団体の競技種目

　　・卓球　　　　・バドミントン　　　　・ソフトテニス　　　　・フットサル　　　・サッカー

　　・陸上　　　　・バレーボール　　・バスケットボール　　・ソフトバレー　・体操

■大会等を開催している団体・・・・・新庄地区卓球協会、　新庄アマチュアボクシング協会、新庄地区バドミントン協会、

　　　　　　　　　新庄テニス協会、新庄地区ハンドボール協会、新庄地区サッカー協会、中体連、高体連、他

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月３日から５月１７日まで臨時休館した。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 24,52116,281

市体育館指定管理委託料 24,521

（指定管理者決算より）

19,065 19,893 18,813 19,888

その他特財

1,012受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 24,52117,293 19,065 19,893 18,813 19,888 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

屋内スポーツの多種多様な活動を行える場となり、市民の健康増進や競技力の向上に貢献した。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 46.2%16.3% 64.0% 84.5% 67.3% 63.0%

Ｒ2目標

実績 25,3838,944 35,218 46,468 37,019 34,673
55,000

成
果
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 79.8%21.0% 65.2% 74.2% 78.4% 70.4%

Ｒ2計画

実績 1,596419 1,303 1,483 1,568 1,407
2,000

活
動
指
標

指標名称 利用団体数
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

55,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 25,3838,944 35,218 46,468 37,019 34,673

その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市体育館が市のスポーツ振興におけるシンボル的存在となることを目
指す。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

目
的

スポーツを行う場を市民に提供し、競技スポーツ力の向上、市民の健
康増進など地域のスポーツ振興を図る。

事
業
内
容

体育館を整備し市民に貸し出す。また、市のスポーツ振興の中心となり
事務事業を行う。

対
象

体育館及びその利用者

01-100412-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市体育施設設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

事務事業名 市体育館管理運営事業 事務事業コード 331-301-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-301-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

■令和２年度市民スキー場管理事業

　◇スキー場のリフトは、索道事業法に基づき、輸送の安全確保を第一に管理している。

　◇市内の各小学校でも、スキー授業で利用している状況。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

事務事業名 市民スキー場管理事業 事務事業コード 331-302-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市体育施設設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 市民スキー場管理運営事業費 予算コード 01-100412-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

市民一人ひとりが楽しめる、親しめるスポーツライフの実現を図る。

事
業
内
容

公の施設の適正な管理を確保しつつ、住民ｻｰﾋﾞｽの質の向上を図るた
め、指定管理者制度を適用。
【利用できる施設内容】
・Aコース　300ｍ・21度（土砂崩れにより閉鎖中）
・Bコース　400ｍ・14度
・Cコース　280ｍ・7度
・ナイター照明あり
・杢蔵四季の家

対
象

市民スキー場及びその利用者

目
指
す

状
態

市民スキー場の管理運営と環境整備に努め、市民一人ひとりが楽しめ
る、親しめるスポーツライフの実現を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 9,86810,632 9,642 9,857 9,930 896
15,000

説明（算式等） 達成率
活
動
指
標

指標名称 開場日数（日）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 6959 51 70 65 7
65

説明（算式等） 達成率 106.2%90.8% 78.5% 107.7% 100.0% 10.8%
成
果
指
標

指標名称 利用人数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 9,86810,632 9,642 9,857 9,930 896
15,000

説明（算式等） 達成率 65.8%70.9% 64.3% 65.7% 66.2% 6.0%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

利用者数は天候に影響されたが、初級者向けのゲレンデであり家族連や初心者、小学生のスキー授業での利用があった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 30,67931,352 27,046 27,007 27,352 24,597 主な歳出の内訳

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担 3,509

27,046 27,007 27,352 24,597

その他特財

市民スキー場指定管理委託料 30,679

（指定管理者決算より）

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 30,67927,843

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-302-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【令和２年度実績】

グラウンド 一塁側室内 三塁側室内 トレーニング室

利用団体 ・・・・ 団体 団体 団体 団体

・・・・ 人 人 人 人

※実施試合数は７０試合（令和元年度：１２０試合）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月３日から５月１７日まで臨時休館した。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 25,85521,177

市民球場指定管理委託料 25,855

（指定管理者決算より）

21,646 21,783 23,579 23,828

その他特財

2,323受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 25,85523,500 21,646 21,783 23,579 23,828 主な歳出の内訳

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

体を動かす場の提供により市民へ爽快感、達成感、相互の連帯感や楽しさ、喜びをもたらした。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 51.6%67.8% 90.2% 69.1% 73.0% 77.8%

Ｒ2目標

実績 19,08625,080 33,370 25,584 27,006 28,769
37,000

成
果
指
標

指標名称 利用人数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 利用可能日数（休館日、年末年始等以外） 達成率 97.7%100.3% 105.3% 105.0% 104.7% 105.3%

Ｒ2計画

実績 334343 360 359 358 360
342

活
動
指
標

指標名称 開場日数（日）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

37,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 19,08625,080 33,370 25,584 27,006 28,769

その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

市民球場の管理運営と環境整備に努め、市民一人ひとりが楽しめる、
親しめるスポーツライフの実現を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

目
的

一人一人に応じた夢と感動あるスポーツライフを実現する。

事
業
内
容

公の施設の適正な管理を確保しつつ、住民サービスの質の向上を図る
ため、指定管理者制度を適用。
【利用できる施設内容】
・グラウンド（両翼98ｍ、中堅122ｍ）
・屋内練習場（１塁側、３塁側）
・トレーニング室対

象

市民球場及びその利用者

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

条例・要綱等 新庄市都市公園条例,、　新庄市民プール等の管理に係る事務の委任に関する規則

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード 01-100412-0100

472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

331-303-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

5,429 4,555 1,595

事務事業名 市民球場管理事業 事務事業コード

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線

法令根拠

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

85 451 364 1,087 （個人使用も含む）

利用人数 7,507

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-303-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【令和２年度実績】 柔 剣 道 場

全　館 全　面

利用団体 ・・・・ 団体 団体 団体 団体

利用人数 ・・・・ 人 人 人 人

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月３日から５月１７日まで臨時休館した。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

（指定管理者決算より）

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

半　面
弓道場

4,832 4,910一般財源 6,0975,229 4,581 4,830

1,223
内
　
訳

国庫支出金

その他特財

受益者負担

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

主な歳出の内訳

市武道館指定管理委託料 6,097

事業費　・・・　① 6,0976,452 4,581 4,830 4,832 4,910

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

体を動かす場の提供により市民へ爽快感、達成感、相互の連帯感や楽しさ、喜びをもたらした。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

59.2%91.4% 66.9% 79.0% 80.0% 80.6%

Ｒ2目標

実績 9,47614,622 10,697 12,646 12,800 12,894
16,000

達成率

成
果
指
標

指標名称 利用人数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

347 342

101.2% 99.7%

Ｈ30 Ｒ1

343
説明（算式等） 利用可能日数（休館日、年末年始等以外） 達成率 86.3%100.3% 100.3% 101.2%

指標名称 開館日数（日）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 296344 344 347

R2Ｈ27

16,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 9,47614,622 10,697 12,646 12,800 12,894

その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

武道館の管理運営と環境整備に努め、市民一人ひとりが楽しめる、親
しめるスポーツライフの実現を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

誰もが生涯にわたり、スポーツに親しむことができる豊かなスポーツラ
イフを送るため。

事
業
内
容

公の施設の適正な管理を確保しつつ、住民サービスの質の向上を図る
ため、指定管理者制度を適用。

対
象

武道館及びその利用者

01-100412-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市体育施設設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事務事業名 武道館管理事業 事務事業コード 331-304-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

8 146 493 322

480 2,207 4,222 3,033

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-304-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【令和２年度市民プール管理事業】

◇新型コロナウイルス感染症の感染防止が困難なため、今年度は営業できなかった。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

事業費の算出根拠（R2）

3,760 主な歳出の内訳

事務事業名 市民プール管理運営事業 事務事業コード 331-306-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市都市公園条例、　　新庄市民プール等の管理に係る事務の委任に関する規則

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード 01-100412-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

誰もが生涯にわたりスポーツに親しむことができる豊かなスポーツライ
フを送るため。

事
業
内
容

市民の健康増進及び水と親しむ場として、施設設備や水質の定期的な
点検を実施する。

対
象

市民プール及びその利用者

全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

子供たちの体力・運動能力の向上を図るとともに、水遊びの楽しさを学
ぶことで心身ともに市民の生活を充実させる。

実
施
形
態

市直営

4,715 4,343

その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 05,583 6,152 3,752

R2Ｈ27

7,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 036 37 36
40

説明（算式等） 達成率 0.0%90.0% 92.5% 90.0%

指標名称 開場日数（日）

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

37 37

92.5% 92.5%

Ｈ30 Ｒ1成
果
指
標

指標名称 総利用人数（人）
年度

活
動
指
標

年度

説明（算式等）

Ｒ2目標

実績 05,583 6,152 3,752 4,715 4,343
7,000

達成率 0.0%79.8% 87.9% 53.6% 67.4% 62.0%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

令和３年度以降衛生的に使用できるよう整備した。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

3,525

事業費　・・・　① 2,0054,115 3,525 3,531 3,512

内
　
訳

国庫支出金

一般財源 2,0053,480

県支出金

その他特財

受益者負担

（指定管理者決算より）

市民プール指定管理委託料 2,005

635

3,531 3,512 3,760

複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-306-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
□ □ ■
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【令和２年度実績】

利用団体 ・・・ 団体 団体 団体 団体 団体 団体

利用人数 ・・・ 人 人 人 人 人 人

※平成28年度廃止

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月３日から５月１７日まで臨時休館した。

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

9,464 10,858 1,674 39 235 0

事業費の算出根拠（R2）

845 975 94 1 10 0

陸上競技場 テニスコート 福田運動広場 福田テニスコート 横根山運動広場 相　撲　場

事務事業名 その他体育施設管理運営事業 事務事業コード 331-307-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市都市公園条例、新庄市体育施設設置及び管理に関する条例 、 新庄市民プール等の管理に係る事務の委任に関する規則

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード 01-100412-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

テニス・ソフトボール・相撲などの競技スポーツの向上と幅広い年代の
健康増進を目的とする。

事
業
内
容

施設の維持管理運営
・ 貸館業務
・ 維持管理

対
象

施設及び施設の利用者

目
指
す

状
態

スポーツを行う場を市民に提供し、競技スポーツ力の向上、市民の健
康増進など、地域のスポーツ振興を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 施設利用者
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 22,27034,416 25,772 33,066 32,626 35,540
40,000

説明（算式等） 達成率
活
動
指
標

指標名称 開場日数（日）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 229214 214 235 226 291
214

説明（算式等） （陸上競技場を参照） 達成率 107.0%100.0% 100.0% 109.8% 105.6% 135.9%
成
果
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 22,27034,416 25,772 33,066 32,626 35,540
40,000

説明（算式等） 達成率 55.7%86.0% 64.4% 82.7% 81.6% 88.8%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

施設の利用者数は前年並みか減少傾向にあるが、平成２８年度に陸上競技場の全天候型トラックを中心とした全面改修を行ったこ
とにより、利用者が飛躍的に増加した。（陸上競技場としては、対前々年度比としても８割以上の伸び）

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

事業費　・・・　① 12,4257,920 5,304 9,896 10,756 11,124

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担 2,742

5,304 9,896 10,756 11,124

その他特財

主な歳出の内訳

屋外施設指定管理委託料 12,425

（指定管理者収支決算より）

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 12,4255,178

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-307-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ ■
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

■令和２年度実績（主な工事・修繕箇所）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

□

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

■ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：体育施設管理運営事業【陸上競技場他9施設】

・体育館音響装置修繕　　　　　　　　　　　　　　　

・市民球場室内練習場防球フェンス修繕　　　　　・体育館防火扉修繕　　

・市民球場内スピーカー受架台修繕　　　　　　  ・市民プール動力制御盤交換修繕　

・市民球場旗掲揚ポールロープ交換  　　　　　　 ・テニスコート照明器具球交換修繕　　　　　　　　　　　　

・市民球場駐輪場照明修繕　　　　　　　　　　　　 ・市民スキー場主原動機・減速機・プロペラシャフト整備その他修繕

・市民球場スポーツトラクタ修繕　 　 　　　　　   ・市民スキー場照明安定器交換修繕

・体育館駐輪場照明修繕　　　　　　　　  　　　　　

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　①

事務事業名 市体育施設整備事業（全体） 事務事業コード 331-308-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１２目 体育施設の管理運営事業費 予算コード 01-100412-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

誰もが生涯にわたり、スポーツに親しむことができる豊かなスポーツラ
イフを送るため。

事
業
内
容

施設の維持管理運営
・ 維持管理、修繕、工事

対
象

新庄市の体育施設

目
指
す

状
態

施設機能の維持、安全確保など。 実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称
新庄市の体育施設数及び屋内ゲート
ボール場

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 1113 13 11 11 11
11

説明（算式等） 屋内ゲートボール場・相撲場（H29廃止） 達成率
活
動
指
標

指標名称 修繕・工事実施箇所数（箇所）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 1929 22 29 26 24
40

説明（算式等） 達成率 47.5%72.5% 55.0% 72.5% 65.0% 60.0%
成
果
指
標

指標名称 全施設利用者総数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 76,199118,038 134,000 134,605 134,576 130,088
155,000

説明（算式等） 達成率 49.2%76.2% 86.5% 86.8% 86.8% 83.9%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

適切な施設の修繕により、誰もがスポーツに親しめる環境の整備を進めることができた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

17,327450,947 500,138 30,088 18,090 15,635

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

500,138 30,088 18,090 15,635

その他特財

主な歳出の内訳

市民プール動力制御盤交換修繕 1,188

市民球場室内練習場防球フェンス修繕 2,464

市民球場内スピーカー受架台修繕 609

新庄市体育館駐輪場照明修繕 477
市民スキー主原動機・減速機・プロペラシャフト整備その他修繕 10,318

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 17,327450,947

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-308-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ ■ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

□
統合後の事務事業：

10,771

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

委託料 3,482

　◇研修室　団体数　36団体　　使用人数　618人

　◇多目的ホール　団体数　43団体　　使用人数　1,286人

　◇屋内運動場　団体数　535団体　　使用人数　6,854人　　◇屋外運動場　団体数　5団体　　使用人数　76人

　◆合　計　団体数　619団体　　使用人数　8,834人　

需用費 2,451

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

356

公有財産購入額 250

分割後の事務事業名：

使用料及び賃借料

統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

会計年度任用職員報酬・手当 1,733

一般財源 7,86411,574 10,280 10,309 11,038

その他特財

受益者負担 7431,907
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 8,60713,481 10,280 10,309 10,771 11,038 主な歳出の内訳

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

屋内運動場と宿泊機能を兼ね備えた体育施設として、スポーツ少年団の活動や部活動、サークル活動において活用されているが、
コロナ禍により令和２年度は利用者が減少した。

　◇うち宿泊者数　市内／団体数　5団体　　使用人数　58人　　市外／団体数　16団体　　使用人数　330人

　◆合　計　団体数　19団体　　使用人数　388人

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月３日から５月１７日まで臨時休館した。

【施設使用状況】

Ｒ2目標

実績 8,83416,973 13,177 11,949 11,932 12,973
18,000

達成率

成
果
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度

49.1%94.3% 73.2% 66.4% 66.3% 72.1%

活
動
指
標

年度

説明（算式等） 宿泊者を含む延べ利用者数

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

360 358

103.2% 102.6%

Ｈ30 Ｒ1

349
説明（算式等） 達成率 89.1%103.4% 104.0% 103.2%

指標名称 開場日数（日）
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 311361 363 360

R2Ｈ27

18,000
説明（算式等） 宿泊者を含む延べ利用者数 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 8,83416,973 13,177 11,949 11,932 12,973

その他　（

対
象
指
標

指標名称 利用者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

競技スポーツの向上、スポーツ少年団等の育成、強化を目指
し合宿等での利用促進を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

競技スポーツの向上、強化を行う際の拠点となる宿泊施設を
目指す。

事
業
内
容

多様なニーズに応えていくため、平成２５年度から指定管理者へ移行
指定管理期間：平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日（５年間）
指定管理者：山屋有志会
【利用できる施設内容】
・研修室（１号室～５号室）
・多目的ホール
・屋内運動場
・屋外運動場

対
象

山屋セミナーハウス及びその利用者

01-100413-0100

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等 新庄市体育施設設置及び管理に関する条例

予算・事務事業名 一般会計 10款５項13目 山屋セミナーハウス管理事業 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

事務事業名 山屋セミナーハウス管理事業 事務事業コード 331-309-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

331-309-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

1

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

● 始期 H30 年度 ～ 終期 R3 年度

○ 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ ■ □
■ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

○ホストタウンの取組み

 ・令和２年度

7月　　台北駐日経済文化代表処を表敬訪問（１人）

9月　　 新庄國民小学校と新庄小学校の交流についての交渉　　（参加者１人）

12月　　 「新庄の自慢」をまとめた新聞を新庄國民小学校へ送付（参加者約５０人）

3月　　 Google　meetを活用したオンライン交流

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

100

成果（どのような状
態になったか）

参加国との人的・経済的・文化的な相互交流を図るための素地づくりにつながった。

指標名称

0

指標名称 事業実施回数（回）

補
足
説
明

内
　
訳

事業期間

2020年の東京オリンピック・パラリンピック大会の開催を機に、ス
ポーツ立国、グローバル化の推進、地域の活性化、観光振興等に
資する観点から、参加国との人的・経済的・文化的な相互交流を
図る。
ホストタウン相手国及び市民

スポーツの振興のみならず、教育文化の向上、観光振興も含め
た地域の活性化

指標名称 相手国数

目
的

対
象

目
指
す

状
態

対
象
指
標
活
動
指
標
成
果
指
標

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

今後の方向性 理由等

一般財源 0 0 0 474 404

その他特財

受益者負担

県支出金

国庫支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 0474 404 主な歳出の内訳

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 交渉事項も含む 達成率 30.0%8.0% 90.0%

Ｒ2目標

実績 30― ― ― 8 90

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 交渉事項も含む 達成率

事業参加者数（人）

200.0%100.0% 400.0%

Ｒ2計画

2
実績 4― ― ― 2 8

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 100.0%100.0% 100.0%

Ｒ2見込

実績 1― ― ― 1 1

年度

1

R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

補助・負担 市民協働

実
施
形
態

Ｒ1

指定管理

事務局 その他　（

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

市直営 全部委託 一部委託

01-100411-0200

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

社会体育総務事業費 予算コード

○オリンピアン（相手国・日本人）との交流を通じ、スポーツの素
晴らしさを学ぶ
・オリンピアンの経験を聞く、オリンピアンと競技を楽しむ
○オリンピアン相手国との交流を通じ、歴史・文化を知る。
・相手国の歴史・文化を知る、日本文化を紹介する
・ジュニアアスリートの交流を図り、競技力の向上ほか、若い世
代からの歴史・文化を通した相互理解につなげる。

事
業
内
容

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 10款5項11目

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

総
合
計
画

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 多様なニーズに応える生涯スポーツの振興 内線 472

当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

事務事業名 ホストタウン推進事業 事務事業コード 332-201-63

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

□ 分割

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-201-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

山形県縦断駅伝競走大会

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事業期間

・実行委員会の事務局に関しては、市社会教育課で担当している。

・強化選手は、２名を招聘し、新庄市・最上町教育委員会に配置している。

・新庄・最上チーム主催の長距離記録会を２回実施した。

指標名称 山形県縦断駅伝競走大会新庄・最上チーム

チームの強化を行い好成績を残すこと、また、強化選手がジュニア選手の
指導を行うことにより、長距離競技力の向上と、地域のスポーツ振興を図
る。

Ｒ1 Ｒ2見込

実績

5

指標名称 強化練習（合宿）回数（回）

37.5% 30.0% 27.2%

Ｒ2目標

実績 中止9

事
業
内
容

実
施
形
態

補
足
説
明

内
　
訳

成果（どのような状
態になったか）

目
的

対
象

目
指
す

状
態

対
象
指
標
活
動
指
標
成
果
指
標

・強化対策事業予算 396

・実行委員会予算 2,235

主な歳出の内訳

新庄最上チーム（新庄市分）

2,214

4,815

6,922

一般財源 2,6312,784 2,896 2,095 3,048

その他特財

4,708受益者負担 5,709 5,836 4,025 5,912

県支出金

国庫支出金

事業費　・・・　① 7,4468,493 8,732 6,120 8,960

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 事業費の算出根拠（R2）

冬季合宿を行い、各大会や記録会への参加を通し、選手の個々のレベルアップを図ることができた。
通常の練習機会を充実させ、各種大会における好成績に繋げる取組を実施できた。

■山形県縦断駅伝競走大会新庄・最上チーム強化事業内容

・県縦断駅伝競走大会への参加と選手（ジュニア育成含む）の強化を目的としている。

・最上８市町村長と体育協会長及び関係団体の代表者等で実行委員会を構成している。

説明（算式等） 達成率 33.3% 30.0%
3

10 8 10 11

60.0% 40.0% 20.0%

Ｒ1年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

説明（算式等） 達成率 0.0%40.0% 40.0%

指標名称 山形県縦断駅伝競走大会のチーム順位

Ｒ1 Ｒ2計画

実績 02 2 3 2 1

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

説明（算式等） 達成率

1 1 1 1 1
1

1

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

市直営 全部委託 一部委託

山形県縦断駅伝競走大会において、上位入賞を果たし、市民に勇気と感動
を与える。

山形県縦断駅伝競走大会新庄・最上チームの強化対策として、定期練
習会の充実や各種大会への参加を図る。また、強化選手を招聘してい
る最上地区のジュニア育成として、管内小・中学校、スポーツクラブを
対象に、陸上を中心とした体育指導を行う。

山形県縦断駅伝競走大会新庄・最上チーム

01-100411-0200

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 内線 472

事務事業名 山形県縦断駅伝競走大会新庄･最上チーム強化事業 事務事業コード 332-101-63

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課総
合
計
画

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-101-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□

今後の方向性 理由等

一般財源 0275 286 230 250 480

その他特財

受益者負担
内
　
訳

国庫支出金

県支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 0275 286 230 250 480 主な歳出の内訳

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率 45.5% 125.0% 38.5% 41.6% 250.0%

Ｒ2目標

実績 中止11 4 13 12 2
5

成
果
指
標

指標名称
県市町村対抗ジュニア駅伝大会の新庄
市チーム(男女)順位・・上位順位の方

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 高校生以下参加者 達成率 98.0% 81.3% 94.7% 58.0% 68.0%

Ｒ2計画

実績 中止294 244 284 174 204
300

活
動
指
標

指標名称 新庄ハーフマラソン大会の参加者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

6,000
説明（算式等） 達成率

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 2,4976,064 5,793 5,550 5,354 5,149

その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内小中学生
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

目
指
す

状
態

スポーツの基本である、走ること、持久力と精神力を養うための大会運
営と大会参加により、体力の向上と陸上長距離の底辺拡大を図る。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局

（期限の定めの無い事業）

目
的

陸上競技の普及・底辺拡大（競技者）と県ジュニア駅伝大会において上
位入賞を果たすことを目的とする。

事
業
内
容

山形県縦断駅伝競走大会新庄最上チーム強化選手が中心となり、最上
地域内の小・中学校児童生徒を指導育成して、高校・大学で活躍しうる
選手を発掘する。また、県ジュニア駅伝に出場し、市内の小・中学校の
陸上長距離の強化を図る。

対
象

市内及び一部最上地域内の小・中学校の児童生徒

01-100411-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 内線 472

事務事業名 陸上競技長距離強化事業 事務事業コード 332-102-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名

令和２年度実績

　なし（大会等中止）

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍により大会等が中止となったため、数値では表せないが、指導育成により県縦断駅伝選手候補の中・高生の
レベルアップにつながった。

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-102-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

□ □ □
■ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

・地域スポーツ振興に関する事業・・・・・県内各地のサッカー振興に貢献するため、スクール事業・地域活動促進を推進する。

・県民のスポーツ意識向上に関する事業・・・プロサッカーチーム「モンテディオ山形」の公式試合を開催する。

◇女子駅伝事業

◇総合型地域スポーツクラブ関連

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

□

■

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

その他 負担金の支出のみのため、事務事業評価の対象としない

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

・定期的な日常スポーツや文化活動の実施や会員の親睦を深めるための各種イベント、県内クラブ指導者の研修会の実施等。

◇サッカー事業

・ジュニアスポーツの振興に関する事業・・・ユースチーム活動とジュニアユースチームの活動。

・青少年の健全育成に資する事業・・・Ｊ2公式試合の県内小中高校生無料観戦の実施。

・全国都道府県対抗駅伝競走大会並びに国民体育大会等全国大会等で活躍できる選手の確保・育成のための活動。

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 1,064

事務事業名 （社）山形県スポーツ振興21世紀協会負担金 事務事業コード 332-103-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード 01-100411-0200

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

県内の一流選手の活躍と彼らとのふれあいによって、県民（市民）のス
ポーツ振興を図る。

事
業
内
容

負担金の支出と会員の拡大によって、協会及びその事業を支援する。

対
象

公益社団法人山形県スポーツ振興21世紀協会

目
指
す

状
態

県内の一流選手の活躍と彼らとのふれあいによって、競技者の能力向
上を図り、次世代の選手育成に繋げる。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称
社団法人山形県スポーツ振興21世紀協
会

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 11 1 1 1 1
1

説明（算式等） 達成率
活
動
指
標

指標名称 協会歳出決算（百万円）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 180203 203 203 219 200
1,754

説明（算式等） 正式な収支決算報告は翌年7月頃 達成率 10.3%11.6% 11.6% 11.6% 12.5% 11.4%
成
果
指
標

指標名称
都道府県対抗女子駅伝大会の山形県
チーム順位（位）

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 中止31 38 44 19 40
10

説明（算式等） 達成率

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

県のスポーツ振興を図ることにより、市民のスポーツ活動への意識を高めた。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

1,064 1,064 1,064 1,064 1,064

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

その他特財

1,064 1,064 1,064 1,064

主な歳出の内訳

公益社団法人山形県スポーツ振興21世紀協会負担金 1,064

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

一般財源 1,0641,064

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-103-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

● 始期 H29 年度 ～ 終期 年度

○ 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ ■ □
■ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

【事業実施内容】

○平成30年度　トップアスリートに学ぼう！　北都銀行バドミントンクラブ招聘　バドミントンクリニック＆セミナー

ゲストに北都銀行バドミントンクラブを招聘し、実技指導や講話の機会を設けた。

参加者　新庄市：116名、金山町：4名、最上町：17名、舟形町：30名、真室川町：24名、大蔵村：12名、鮭川村：19名、戸沢村：1名、

他市町村：2名、大人：16名

○令和元年度　2020東京パラリンピック大会を皆で応援しよう!　パラリンピアン卓球セミナー

ゲストに竹田選手、竹内選手を招聘し、実技指導や講和を設けた。

参加者　管内の小学生、高校生、大学生、一般、ラージボール卓球サークル、障がい者スポーツ団体　

計50名

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

□

■

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 0424 1,000 900 主な歳出の内訳

事務事業名 トップアスリート招聘事業 事務事業コード 332-105-63
総
合
計
画

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課

政策名 一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 内線 472

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業 説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業期間

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

目
的

ジュニアアスリートの競技力及び指導者の指導力を高め、地域全体に
おける競技スポーツの活性化及び底上げを図る。

事
業
内
容

国内外で活躍するトップアスリートを招聘するなど、地域のスポーツ活
動の特色やニーズに応じたスポーツイベントを管内市町村・関係団体
が連携・協力して取り組む。

対
象

最上管内の小・中・高校生、一般

目
指
す

状
態

トップアスリートの豊かな経験と卓越した技術を身近に触れることによ
り、夢や希望を抱くジュニアアスリートの育成と指導者も含めた競技力
の向上につながる。

実
施
形
態

市直営 全部委託 一部委託

補助・負担 市民協働 指定管理

事務局 その他　（

対
象
指
標

指標名称 市内小中高生（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2見込

実績 4,092― ― 4,513 4,343 4,194
4,500

説明（算式等） 達成率 90.9%100.3% 96.5% 93.2%
活
動
指
標

指標名称 事業実施回数（回）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2計画

実績 0― ― 1 1 1
1

説明（算式等） 達成率 0.0%100.0% 100.0% 100.0%
成
果
指
標

指標名称 事業参加者数（人）
年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2目標

実績 0― ― 141 241 50
200

説明（算式等） 指導者も含む 達成率 0.0%70.5% 120.5% 25.0%

補
足
説
明

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍により実施できなかった。

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

内
　
訳

国庫支出金

県支出金

受益者負担

1,000 900

一般財源 00 0 424 0 0

その他特財

今後の方向性 理由等

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-105-63(R02実績評価)



Ｒ 2 事後 事務事業評価（実績評価）
（シートＡ）

１．基本事項

3

3

2

● ○ ○ ● ○

○ 平成 年度

○ 始期 年度 ～ 終期 年度

● 平成

２．事務事業の概要

■ □ □
□ □ □
□ □ )

３．実施状況

（指標の内訳や指標以外の年次別数値、事業内容等の補足説明）

スポーツ推進委員の活用状況 4 名

初任者研修会 2 名

出前軽スポーツ教室（自主事業）の実施　　1教室 総合型クラブミーティング 4 名

（本合海地区放課後子ども教室…1回）

定例会・臨時会 3 回

４．投入資源 （単位：千円）

５．第５次総合計画における取り扱い

■

□

□ その他

□ 分割
当該事務事業を目的などに応じて分割し、第5次総合計画に掲載されている事務事業

分割後の事務事業名：

終了 令和2年度をもって終了となった事務事業

今後の方向性 理由等

現行 第5次総合計画に掲載されている事務事業

□ 統合
複数の事務事業を統合し、第5次総合計画に掲載となった事務事業

統合後の事務事業：

50

成果（どのような状
態になったか）

コロナ禍のためスポーツ教室の開催は少なかったが、新庄市スポーツ推進委員協議会独自の研修会を開催し、ス
ポーツ指導に必要な知識と技術を習得した。

指標名称

スポーツ推進委員表彰式

事業期間

スポーツ基本法で設置が義務付けられているスポーツ推進委
員の指導力を向上させ、市民スポーツの普及振興を図る。

積極的に各種研修会や実技指導に参加して習得したノウハウを市民ス
ポーツの指導に活用する。（スポーツ推進委員１6名、R2年度末時点）

市民

ニュースポーツ・軽スポーツの普及振興を図る。

指標名称 スポーツ推進委員数

25

事
業
内
容

指標名称
研修会への参加数と独自研修会の開催
数（回）

補
足
説
明

内
　
訳

目
的

対
象

目
指
す

状
態

対
象
指
標
活
動
指
標
成
果
指
標

126

405

スポーツ推進委員報酬

一般財源 126397 449 481 604

その他特財

受益者負担

県支出金

国庫支出金

事業費の算出根拠（R2）

事業費　・・・　① 126397 449 481 604 405 主な歳出の内訳

年　　度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 地区・東北・全国研修会等も含む 達成率 20.0%58.0% 68.0% 50.0% 60.0% 36.0%

Ｒ2目標

実績 1029 34 25 30 18

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 定例会、出前軽スポーツ教室 達成率

県研修会等の受講者数（人）

33.3%108.3% 133.3% 175.0% 133.3%

Ｒ2計画

12
166.7%

実績 413 16 20 21 22

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1

説明（算式等） 達成率

Ｒ1 Ｒ2見込

実績 1619 15 15 18 18

年度 R2Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

補助・負担 市民協働

実
施
形
態

指定管理

事務局 その他　（

単年度繰り返し（継続） 開始年度 年度～ （期限の定めの無い事業）

市直営 全部委託 一部委託

01-100411-0200

単年度 事業年度 (１年限りの事業）

期間限定 (独自事業は基本的に令和2年まで）

説明事業

法令根拠

条例・要綱等

予算・事務事業名 一般会計 １０款５項１１目 社会体育総務事業費 予算コード

事業区分 独自事業 法定事業 内部事業 評価区分 評価事業

一人ひとりに応じた夢と感動のあるスポーツライフを実現する 担当者 三浦　元広

施策名 新たな活力を生み出す競技スポーツの振興 内線 472

事務事業名 スポーツ指導者活用事業 事務事業コード 332-201-63

基本目標 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち 担当課 社会教育課総
合
計
画

政策名

(
P
L
A
N
)

計

画

(
D
O

)
 

実

行

評

価

332-201-63(R02実績評価)


	211-203-63 放課後子ども教室推進事業
	211-203-63(R02実績評価)

	212-203-63 家庭教育推進事業
	212-203-63(R02実績評価)

	312-301-63 「山大エリアキャンパスもがみ」運営事業〔フィールドワーク事業〕
	312-301-63(R02実績評価)

	321-101-63 国際理解推進事業
	321-101-63(R02実績評価)

	321-201-63 市民プラザ管理事業
	321-201-63(R02実績評価)

	321-202-63 図書館管理事業
	321-202-63(R02実績評価)

	321-203-63 雪の里情報館管理事業
	321-203-63(R02実績評価)

	321-204-63 わくわく新庄管理事業
	321-204-63(R02実績評価)

	322-101-63 地区公民館管理事業
	322-101-63(R02実績評価)

	322-102-63 地域公民館整備助成事業
	322-102-63(R02実績評価)

	322-201-63 青少年育成推進員設置事業
	322-201-63(R02実績評価)

	322-202-63_新庄市青少年育成市民会議事業
	322-202-63(R02実績評価)

	322-203-63 成人式開催事業
	322-203-63(R02実績評価)

	322-204-63 高校生ボランティア体験事業
	322-204-63(R02実績評価)

	322-205-63 市民活動支援事業
	322-205-63(R02実績評価)

	323-101-63 ふるさと歴史センター事業
	323-101-63(R02実績評価)

	323-102-63 ふるさと歴史センター管理事業
	323-102-63(R02実績評価)

	323-103-63 重文旧矢作家住宅管理事業
	323-103-63(R02実績評価)

	323-104-63 ふるさと歴史センター資料収集、保存、調査研究事業
	323-104-63(R02実績評価)

	323-105-63 民話普及事業
	323-105-63(R02実績評価)

	323-106-63 文化財保護管理事業
	323-106-63(R02実績評価)

	323-107-63 新庄亀綾織伝承協会支援事業
	323-107-63(R02実績評価)

	323-108-63 国・県指定文化財管理費補助金
	323-108-63(R02実績評価)

	323-109-63 国文化財指定登録事業
	323-109-63(R02実績評価)

	323-201-63 市民文化会館管理事業
	323-201-63(R02実績評価)

	323-202-63 子ども芸術学校事業
	323-202-63(R02実績評価)

	323-203-63 山形県総合美術展覧会巡回展
	323-203-63(R02実績評価)

	331-101-63 市民参加型スポーツイベント開催事業　※
	331-101-63(R02実績評価)

	331-102-63 新庄ハーフマラソン大会開催事業
	331-102-63(R02実績評価)

	331-103-63 （一財）新庄市体育協会運営費補助金
	331-103-63(R02実績評価)

	331-104-63 新庄市総合体育大会委託事業
	331-104-63(R02実績評価)

	331-201-63 総合型地域スポーツクラブ育成事業
	331-201-63(R02実績評価)

	331-301-63 市体育館管理運営事業
	331-301-63(R02実績評価)

	331-302-63 市民スキー場管理事業
	331-302-63(R02実績評価)

	331-303-63 市民球場管理事業
	331-303-63(R02実績評価)

	331-304-63 武道館管理事業
	331-304-63(R02実績評価)

	331-306-63 市民プール管理運営事業
	331-306-63(R02実績評価)

	331-307-63 その他体育施設管理運営事業
	331-307-63(R02実績評価)

	331-308-63 市体育施設整備事業（全体）
	331-308-63(R02実績評価)

	331-309-63 山屋セミナーハウス管理事業
	331-309-63(R02実績評価)

	331-310-63 ホストタウン推進事業
	332-201-63(R02実績評価)

	332-101-63 山形県縦断駅伝競走大会新庄・最上チーム強化事業
	332-101-63(R02実績評価)

	332-102-63 陸上競技長距離強化事業
	332-102-63(R02実績評価)

	332-103-63 （社）山形県スポーツ振興21世紀協会負担金
	332-103-63(R02実績評価)

	332-105-63 トップアスリート招聘事業
	332-105-63(R02実績評価)

	332-201-63 スポーツ指導者活用事業
	332-201-63(R02実績評価)


